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ボランティア・市民活動を広げ、応援する！
2022 年 10月 20日発行　通算 380号

あすマネ
活動を始めよう　
～グループの立ち上げ方と、組織運営の
１年の流れ～

表 1　

せかいをみる
世界的な「ボランティア白書」に学ぼう
JAVE ／伊藤 章

外国にルーツのある人と
ともにつくるコミュニティ

思い立ったがボラ日
新宿で食料配布＆相談会のお手伝い
『2022夏のリモート・ボランティア＋（プラス）』

いいもの みぃ～つけた！　vol.39
NPO 法人 木馬　木馬工房
オンリーワンのデザインに出会える場所
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右頁始まり　（表 2）
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そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
参
加
し
た
３
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

今
回
、『
２
０
２
２
夏
の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
＋
（
プ
ラ
ス
）』（
以
下
、『
夏
の
リ
モ
ボ

ラ
＋
』）
の
一
環
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
の
は
女
性
３
人
。
高
校
１
年
生
の
Ｆ
さ
ん

は
中
学
生
の
時
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
旅
行
に
行
っ

て
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
夏
休
み
の
課
題
で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
、
高
校
の
掲
示
板
に
貼

ら
れ
て
い
た
『
夏
の
リ
モ
ボ
ラ
＋
』
の
チ
ラ
シ
を

見
て
参
加
し
た
そ
う
で
す
。
大
学
３
年
生
の
Ｉ
さ

ん
は
、
環
境
学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
社

会
に
役
立
つ
仕
事
に
就
き
た
く
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
実
際
の
社
会
を
理
解
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
社
会
人
の
Ｏ
さ
ん
は
中
国
か
ら
日
本

に
来
て
十
数
年
た
ち
、
大
学
の
事
務
職
員
と
し
て

働
い
て
い
て
、
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
学
生
や
教
職
員
に
『
夏
の
リ
モ
ボ
ラ
＋
』
の

案
内
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
ず
、
３
人
は
活
動
日
の
前
日
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
１
時
間
程
度
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参

加
し
ま
し
た
。
も
や
い
の
事
務
局
長
の
加
藤
歩
さ

ん
か
ら
、「
貧
困
」
に
つ
い
て
や
、も
や
い
の
活
動
、

当
日
の
活
動
内
容
、
個
人
情
報
な
ど
の
注
意
事
項

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
番
の
8
月
27

日
（
土
）
12
時
30
分
、
都
庁

の
周
辺
に
50
人
近
い
ス
タ
ッ

フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
か
ら
簡
単
な
説
明

と
諸
注
意
の
後
、
相
談
会
と
食
料
配
布
の
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
生
活
や
健
康
、
法
律
な
ど
に
つ

このコーナーでは、毎回一つの
団体を取材し、活動内容やそこ
で活動するボランティアさんの
生の声をお届けします。

長い行列をつくって待っている人たちに個包装の食べものを渡す。

新
宿
で
食
料
配
布
＆
相
談
会
の
お
手
伝
い

　

�『
２
０
２
２
夏
の
リ
モ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＋
（
プ
ラ
ス
）』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
、
収
入
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
、
貯
金
も

底
を
尽
き
そ
う
と
い
っ
た
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
日
々
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
も
や
い
（
以
下
、
も
や
い
）
で
は
、
毎
週
土
曜
日
に
食
料
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
苦
し
い
状
況
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
利
用
で
き
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
す
る
相
談
会

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

も
や
い
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
、
活
動
に
参
加
さ
れ
た
方
々
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
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い
て
専
門
家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て
い

て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
手
伝
い
し

て
い
ま
す
。

　

初
め
て
参
加
し
た
３
人
は
食
料
配
布
の
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
に
。
ま
ず
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ

カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
や
生
活
協
同
組

合
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
「
ほ
し
い
も
の
リ
ス
ト
」

の
仕
組
み
を
利
用
し
て
集
ま
っ
た
パ
ン
、ト
マ
ト
、

果
物
、
災
害
用
非
常
食
な
ど
の
食
料
を
、
個
別
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
ま
し
た
。
こ
の
作
業
を
時
間

内
に
終
わ
ら
せ
る
に
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

「
見
え
な
い
貧
困
」
を
実
感

　

14
時
、
食
料
配
布
の
開
始
。

数
時
間
前
か
ら
都
庁
の
下
の

日
陰
で
並
ん
で
待
っ
て
い
た
人

た
ち
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が「
ど

う
ぞ
」
と
一
声
か
け
な
が
ら
、食
料
の
入
っ
た
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
「
両
手
で
」
丁
寧
に
渡
し
ま
す
。
今
日
は

５
５
５
名
の
方
に
配
布
し
、
過
去
２
番
目
に
多
い
数

字
だ
そ
う
で
す
。
比
較
的
高
齢
の
男
性
が
多
い
の

で
す
が
、
女
性
の
方
や
20
代
の
若
者
も
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
若
い
人
た
ち
も
増
え
て
い
る
そ

う
で
す
。
前
日
に
加
藤
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
と

お
り
、
見
た
目
だ
け
で
は
生
活
に
困
っ
て
い
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
「
見
え
な
い
貧
困
」
が
あ
る
こ
と

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
３
人
は

実
感
し
た
よ
う
で
す
。

　

15
時
、振
り
返
り
。
ス
タ
ッ

フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま

もやいのスタッフや他のボランティアと一緒に食料配布準備をするＦさん（写真右）とＯさん（写真中）。相談コーナーの準備も行った（写真左）。
写真提供＝認定NPO法人自立サポートセンター・もやい

認定ＮＰＯ法人
自立サポートセンター・もやい

生活に困窮した人、DＶ被害などで
家にいられない人、ネットカフェや
路上での生活を余儀なくされている
人などへの面談・電話相談、連帯保
証人の引受を通じたアパートへの入

居支援、サロンなどの交流事業を通じて、当事者が社会
において孤立しないための支援を実
施。さらに、現場からの政策提言や
情報発信も行っている。
https://www.npomoyai.or.jp/

り
、
今
日
の
来
所
者
数
の
発
表
の
後
、
初
め
て
参

加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
感
想
を
言
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
Ｆ
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
人
が
食
料
に

困
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
も
っ
と
、
多
く
の

食
料
や
人
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
」、
大
学
生

の
Ｉ
さ
ん
は
「
今
日
の
経
験
を
将
来
の
仕
事
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」、
そ
し
て
、
大
学
で
働
い
て

い
る
Ｏ
さ
ん
は
、「
若
い
人
た
ち
も
い
る
こ
と
に

驚
い
た
。
力
に
な
れ
た
ら
と
思
う
」

　

猛
暑
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
！ 

誰
も
が
衣
食
住
に
困
る
こ
と

が
な
く
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る

社
会
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
れ
る
の
か
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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NO.380  2022 年

10月号

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

も くじ

ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。深める

知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
一歩ふみだすヒントを、ご紹介します。

いいもの みぃ～つけた！　vol.39　NPO 法人 木馬　木馬工房
　　　　　　　　　　　　　　 　オンリーワンのデザインに出会える場所

26

もしもボランティア活動中に怪我をしたら…
怪我をさせたり、物を壊したら…

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル 3階

TEL. 03-3268-0910
FAX. 03-3268-8832
URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険お
よび行事保険の加入
は、東京都内の各区
市町村のボランティ
アセンターまたは東
京都社会福祉協議会
窓口で手続きができ
ます。 ◎福祉等に

従事する非
営利団体

◎ボランテ
ィア団体等

の市民活動
団体

加入できる
団体は…

加者全員事とは…
被保険者（

補償の対象
者）※営利企業

（株式会社
・有限会社

等）が実施
主体である

行事は補償
の対象外と

しています
が、

　営利企業
が非営利で

行う社会貢
献活動に限

り補償対象
とします。

令和4年度
版

行事保険・
行事保険（

当日参加対
応型）とは

国内におい
て、福祉活

動やボラン
ティア活動

などを目的
として、ま

たは、市民
活動の一

環として、
非営利の

団体が主
催

する行事参
加中に

①行事参
加者が偶

然な事故
でケガを

した場合
の傷害補

償

②行事主
催者が行

事参加者
など他人

の身体や
財物に損

害を与え
、行事主催

者が法律
上の賠償

責任を負
った場

合の賠償
責任補償

の２つの補
償がセット

になった保
険です。

◆行事保険
（当日参加

対応型）は
、下記の点

が「行事保
険」と異な

ります。

１申込時点
で名簿の備

付が不可能
であるが、

当日であれ
ば名簿（氏

名のみ）の
備付が可能

な行事に対
応できます

。

２対象とな
る行事は、

宿泊を伴わ
ない事業で

あり、「行事
保険」の1

日行事区分
「a行事」

の範囲の行
事となりま

す。

３往復途
上の補償

は、ありま
せん。

４お申込
み時に人数

が確定して
いる必要は

ありません
が、予定さ

れている定
員数でお

申込みくだ
さい。

５行事当日
に参加者（

主催者、ス
タッフ含む

）の氏名（
フルネーム

）が記載さ
れた名簿を

作成いただ
くことが必

要です。

※事故発
生時には、

参加者全
員分の名

簿が必要と
なります。

行事保険

行事保険（
当日参加対

応型）
のご案内

保険期間

①ボランティア活動中の事故によりボランティア本人がケガをした

②ボランティアの方々が、ボランティア活動により他人に対して損害を

与えたことにより、損害賠償問題が生じた①、②の場合を補償する保険です。

令和4年4

ボランティア保険とは

ボランティア保険のご案

令和4年度版

「多文化共生」からコミュニティを考える
◇�渡戸�一郎　明星大学名誉教授、東京ボランティア・市民活動センター運営委員長、
『ネットワーク』編集委員長

13

book break　～日本で暮らす外国にルーツのある人たちを知る～12

インタビュー 　コミュニティの力
パワー

を集めてつくる、多文化交流拠点
　　　　　　～ NPO法人霧が丘ぷらっとほーむの挑戦 <横浜市緑区 >～

5

せかいをみる　成り行きで始まった海外とのつながり＜後編＞
　　　　　 　～世界的な「ボランティア白書」に学ぼう～
◇伊藤�章　�NPO�法人ボランティア活動推進国際協議会�日本�理事長

23

思い立ったがボラ日　新宿で食料配布＆相談会のお手伝い
　　　　　　　　　 『2022 夏のリモート・ボランティア＋（プラス）』

1

TVAC News　連載 vol.14　東京ボランティア・市民活動センターの事業から
　「災害協働サポート東京」設立総会を開催

21

つぶやきブレイク　vol.24　『ラジオと私』22

外国にルーツのある人と
ともにつくるコミュニティ

インタビュー 　「多文化」が共生する地域づくりをめざして
　　　　　　～たちかわ多文化共生センターの活動から
◇佐竹�茂市郎　NPO法人たちかわ多文化共生センター�専務理事

9

あすマネ　活動を始めよう
　　　　 ～グループの立ち上げ方と、組織運営の１年の流れ～

17
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出入国在留管理庁によると、2021年末の日本における在留外国人数は276万人。
東京都では53万人を超え、100人のうち４名以上が外国から来て暮らしている人
たちである。そして、渡日目的や経緯、出身国、年齢、職業、言語、文化なども
多様化している。こうした外国にルーツのある人たちは、地域社会の一員として
迎えられ、助け合って暮らしているのだろうか？　
昨今の頻発する災害やコロナ禍においては情報や支援が届かないという課題も明
らかになってきている。そこで、今号の特集では、外国にルーツのある人たちと
一緒に暮らすコミュニティづくりに取り組んでいる2つの団体を取材した。そして、
日本における多文化共生の歴史や現代的な意味について、渡戸一郎明星大学名
誉教授に解説いただいた。
今まで人々が助け合ってきた地域社会が失われつつある中、外国にルーツのある
人との共生をテーマとし、その視点から障害のある人や高齢の人、子どもたち、
働いている人など、多様な人々がつながり、関わりあうような地域社会をどうやっ
て作っていくのかを考えたい。

特集特集

外国にルーツのある人と外国にルーツのある人と
ともにつくるコミュニティともにつくるコミュニティ

4 かくし
22-09-283_004_特集扉A.indd   422-09-283_004_特集扉A.indd   4 2022/10/13   19:04:082022/10/13   19:04:08
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「
Ｌ
ａ
ｕ
ｇ
ｈ
！
」
子
ど
も
た
ち
が
笑

う
。「
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
！
」
今
度
は
一
斉
に

踊
り
出
す
。
霧
が
丘
団
地
の
一
角
で
英
語

教
室
が
ひ
ら
か
れ
て
い
た
。

横
浜
市
緑
区
に
霧
が
丘
の
ま
ち
が
開
発

さ
れ
て
か
ら
40
年
余
り
が
経
つ
。
そ
の
間

に
地
域
の
暮
ら
し
も
移
り
変
わ
っ
て
き
た
。

少
子
化
に
と
も
な
い
３
つ
の
小
学
校
が
統

合
さ
れ
、
そ
の
校
舎
を
活
用
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
や
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど

が
整
備
さ
れ
た
。
２
０
０
９
年
に
は
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ク
ー
ル
が
開
校
す
る
と
、
そ
れ
を
機
に
イ

ン
ド
出
身
の
住
民
が
増
え
、
今
で
は

８
０
０
人
の
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
人
が

住
む
特
色
の
あ
る
ま
ち
に
な
っ
た

（
２
０
２
２
年
現
在
、
緑
区
全
体
で
は

４
５
５
２
人
）。

多
様
な
文
化
を
持
つ
人
が
暮
ら
す
霧
が

丘
で
、
子
育
て
や
シ
ニ
ア
世
代
、
外
国
出

身
者
が
力
を
合
わ
せ
て
、
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
改
修
し
て
多
文
化
交
流
拠
点
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
）
を
つ
く
る
試
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
活
動
を
主
宰
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
霧
が
丘
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー
む
の
み

な
さ
ん
を
た
ず
ね
た
。

―
み
な
さ
ん
の
出
会
い
と
活
動
の
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

根
岸
（
写
真
①
）：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身

の
ラ
エ
ラ
さ
ん
や
イ
ン
ド
出
身
の
サ
ラ
ニ

ヤ
さ
ん
と
は
子
ど
も
が
き
っ
か
け
で
知
り

合
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
霧
が
丘
の
豊
か
な

地
域
性
だ
と
思
い
ま
す
。

ラ
エ
ラ
（
写
真
②
）：
根
岸
さ
ん
に
は
最

初
、
病
院
で
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
に
保
育
園
で
も
一
緒
に
な
っ
て

「
あ
れ
？
ま
た
会
っ
た
じ
ゃ
ん
」
っ
て
。
別

の
ま
ち
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

霧
が
丘
は
住
み
や
す
い
な
と
思
い
ま
す
。

武
藏
（
写
真
③
）：
学
生
時
代
に
霧
が
丘

を
離
れ
て
地
域
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
子
育
て
し
は
じ
め
て

地
域
を
知
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
わ
た

し
は
両
親
が
共
働
き
で
、
子
ど
も
の
頃
は

よ
く
よ
そ
の
家
に
遊
び
に
行
き
、
夕
飯
を

食
べ
た
頃
に
母
が
迎
え
に
来
る
時
も
あ
っ

て
、
思
え
ば
親
だ
け
じ
ゃ
な
い
大
人
に
見

守
ら
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

サ
ラ
ニ
ヤ
（
写
真
④
）：
近
所
の
イ
ン
ド

カ
レ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
家
族
と
食
事
に

行
っ
て
、
根
岸
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。

娘
を
霧
が
丘
小
学
校
＊
１
に
入
れ
よ
う
か

と
考
え
て
い
た
時
で
、
わ
た
し
の
旦
那
さ

取材時、ぷらっとほーむのみなさんが集った。

コミュニティの力
パワー

を集めてつくる、多文化交流拠点
～ NPO 法人霧が丘ぷらっとほーむの挑戦 < 横浜市緑区 > ～
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ん
が
根
岸
さ
ん
に
声
を
か
け
て
、
入
学
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ノ
ー
プ
ロ

ブ
レ
ム
！（
問
題
な
し
）。子
ど
も
た
ち
も
、

わ
た
し
も
日
本
語
を
勉
強
中
で
す
。

小
川
（
写
真
⑤
）：
老
人
会
の
会
長
に
な
っ

て
10
年
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
小
学
校
の

活
動
に
も
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
４
、５

年
前
か
ら
、
シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
に
み
ん

な
が
気
軽
に
集
え
る
居
場
所
を
つ
く
ろ
う

と
場
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
根
岸
さ

ん
た
ち
と
出
会
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

根
岸
：
２
０
１
６
年
か
ら
現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
前
身
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
情
報

共
有
会
を
開
い
て
い
ま
し
た
（
福
祉
の
ま

ち
霧
が
丘
＊
２
・
ま
ち
プ
ラ
ス
＊
３
・
Ｋ
Ｉ

Ｃ
＊
４
）。
そ
ん
な
中
、
知
人
か
ら
「
ま
ち

普
請
事
業
＊
５
に
出
た
ら
ど
う
か
」
と
い

う
情
報
を
得
て
、
こ
の
３
つ
の
団
体
で
エ

ン
ト
リ
ー
を
し
た
の
が
今
の
活
動
に
つ
な

が
る
大
き
な
1
歩
で
す
。
こ
の
地
域
に
は

人
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
る
場
所
が

必
要
。
こ
の
共
通
の
想
い
で
と
も
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
き
ま
し
た
。

根
岸
：
霧
が
丘
に
住
む
イ
ン
ド
の
人
は
だ

い
た
い
、イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー

ル
に
子
ど
も
を
入
れ
る
た
め
に
来
ま
す

が
、
サ
ラ
ニ
ヤ
さ
ん
夫
婦
は
日
本
の
小
学

校
を
選
ん
だ
の
で
す
よ
ね
？

サ
ラ
ニ
ヤ
：
は
い
。
こ
れ
か
ら
日
本
に
住

み
た
い
と
思
っ
て
、
日
本
の
文
化
や
言
葉

を
子
ど
も
に
勉
強
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら

で
す
。

根
岸
：
霧
が
丘
小
学
校
に
は
今
、
一
学
年

に
２
、３
人
く
ら
い
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
外
国
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

サ
ラ
ニ
ヤ
：
イ
ン
ド
か
ら
来
て
１
ヶ
月
で

娘
が
小
学
校
に
入
っ
て
、
最
初
は
日
本
語

が
ぜ
ん
ぜ
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
旦
那

さ
ん
は
忙
し
く
て
朝
か
ら
夜
ま
で
家
に
い

な
い
の
で
、
学
校
か
ら
届
く
プ
リ
ン
ト
や

宿
題
に
一
番
困
り
ま
し
た
。Google

を

つ
か
っ
た
り
、
ま
わ
り
の
人
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。前
に
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
は
、

カ
レ
ー
を
つ
く
っ
て
近
所
に
持
っ
て
行
っ

た
り
、
わ
た
し
か
ら
日
本
語
で
話
し
か
け

た
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
、
つ
な
が
り

を
つ
く
り
ま
し
た
。

ラ
エ
ラ
：
わ
た
し
も
知
り
合
い
の
家
に
ピ

ン
ポ
ン
ピ
ン
ポ
ン
し
て
、
何
で
も
教
え
て

も
ら
い
ま
す
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
く
て

も
、
ダ
メ
な
ら
直
し
て
く
れ
る
は
ず
と

思
っ
て
い
る
か
ら
わ
か
ら
な
い
時
は
絶
対

に
聞
く
。
日
本
に
来
て
12
年
で
す
が
、
今

①�根岸あすみさん。ＮＰＯ法人霧が丘ぷらっとほーむ代表。霧が丘で生まれて育つ。
子育てしながら「まちプラ」や「KIC」の活動を通して多世代交流に取り組む。写
真左端。

②�ヌールラエラマヤサリ（ラエラ）さん。インドネシア出身。来日して日本語を習得
し介護福祉士に。2015 年から霧が丘在住。家族は夫と子ども２人。近隣の福祉施
設ではたらく。写真左から二人目。

③�武藏幸恵さん。NPO法人霧が丘ぷらっとほーむ副代表。高校時代に霧が丘に引越
してきた。一時、他地域で暮らすが、現在は両親の住む霧が丘で子育て中。写真左。
④�サラニヤアンバラガンさん。インド出身。2020 年から霧が丘在住。ソフトウェア
エンジニアの仕事の傍ら子どもたちに英語を教える。夫と小学２年と４歳の４人家
族。写真中央。
⑤�小川京子さん。霧が丘に住んで 40 年。元看護師。緑区老人会副会長 /霧が丘第一
緑会会長 /その他高齢者や中途障がい者の集まりに関わっている。写真右。
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助
け
合
い
が
あ
り
ま
す
。
今
日
は
、
う
ち

で
洗
っ
た
洋
服
を
返
し
た
ん
で
す
よ

（
笑
）。
洗
濯
物
を
洗
っ
て
返
す
こ
と
っ
て

あ
ま
り
聞
か
な
い
け
れ
ど
、
こ
こ
で
は

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。
う
ち
の
主
人
は
人
見
知

り
で
す
が
、
サ
ラ
ニ
ヤ
さ
ん
の
ご
主
人
と

は
す
ご
く
話
が
合
う
ら
し
く
、
夜
の
11
時

過
ぎ
に
サ
ラ
ニ
ヤ
さ
ん
の
家
に
飲
み
に
行

か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。

６
年
生
の
娘
が
「
最
初
は
イ
ン
ド
人
が
怖

か
っ
た
。
で
も
今
は
そ
う
思
わ
な
い
」
と

話
す
の
を
聞
い
て
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
も
私
も
偏
見
な
く
、
当

た
り
前
に
い
る
地
域
の
仲
間
と
し
て
ふ
れ

あ
え
る
、
こ
ん
な
に
恵
ま
れ
た
環
境
は
な

い
な
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、少
し
で
も
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
き
ま
す
し
、
外
国
の

人
だ
け
で
は
な
く
て
日
本
の
人
の
声
も
聞

け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
地
域

に
広
が
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
ニ
ヤ
：
前
は
、
娘
は
学
校
の
給
食
が

難
し
か
っ
た
で
す
。
イ
ン
ド
の
味
を
良
く

知
っ
て
い
る
か
ら
、
た
と
え
ば
魚
は
食
べ

ら
れ
な
い
。
私
も
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
根
岸
さ
ん
の
お
家
で
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
日
本
の
味
も
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

根
岸
：
ふ
く
ま
め
と
か
、
ひ
じ
き
と
か
、

き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
を
つ
く
り
ま
し
た
。
サ

み
た
い
に
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
３
年
前
く
ら
い
か
ら
で
す
。

小
川
：
ラ
エ
ラ
さ
ん
は
介
護
の
仕
事
を
し

て
い
る
か
ら
、
日
本
語
で
記
録
し
な
く
て

は
い
け
な
い
で
し
ょ
。

ラ
エ
ラ
：
も
ち
ろ
ん
。
書
く
言
葉
と
話
す

言
葉
は
全
然
違
う
か
ら
、
書
く
と
手
が
止

ま
る
（
笑
）。
介
護
の
言
葉
は
と
て
も
難

し
い
。
メ
ー
ル
は
間
違
い
な
が
ら
で
も
す

る
け
れ
ど
、
言
葉
の
壁
は
あ
り
ま
す
。

根
岸
：
言
葉
の
問
題
は
大
き
い
で
す
が
、

こ
の
２
人
は
日
本
語
で
一
生
懸
命
に
話
し

て
く
れ
ま
す
。
サ
ラ
ニ
ヤ
さ
ん
も
日
本
語

が
す
ご
く
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
勉
強
に

な
る
か
ら
と
日
本
の
会
社
に
入
っ
た
し
。

最
初
は
英
語
だ
っ
た
か
ら
、
わ
た
し
た
ち

は
英
会
話
の
勉
強
に
な
る
ね
っ
て
言
っ
て

い
た
の
に
、
上
達
が
早
く
て
そ
れ
は
で
き

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
（
笑
）。

―
地
域
の
中
で
つ
な
が
る
こ
と
の
良
さ

や
大
切
さ
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
思
い
ま
す

か
？

武
藏
：
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
の
宿
題
の

日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
と
う
ち
で
宿

題
し
て
ご
飯
を
食
べ
て
、
お
風
呂
に
入
っ

て
帰
る
と
か
。
そ
う
い
う
友
だ
ち
同
士
の

子ども向け英語教
室。根岸さんらの子
どもが参加する。教
えるのはサラニヤさ
ん。

商店街空き店舗の改
修費用、助成金や寄
付を集めた。

シニア世代から折り
紙を教わるインドの
子どもたち（日本の
夏祭りを体験しても
らうイベントでの一
コマ）。

NAVRATRI（ナヴラトリ）の
お祭りでの様子。
写真提供＝NPO法人霧が丘ぷ
らっとほーむ（写真上下とも）
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ラ
ニ
ア
さ
ん
た
ち
は
何
で
も
食
べ
る
よ

ね
。

サ
ラ
ニ
ヤ
：
何
で
も
食
べ
ま
す
（
笑
）。

ラ
エ
ラ
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
宗
教
の
た
め

に
毎
晩
お
祈
り
が
あ
り
ま
す
が
、
遊
び
に

来
た
時
や
お
料
理
に
誘
っ
た
時
に
は
、
お

祈
り
を
見
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

根
岸
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
本
当
に
助
け
合
っ
て
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
ご
は
ん
を
食
べ

る
し
、
お
米
が
な
い
と
言
っ
た
ら
上
の
階

の
人
が
持
っ
て
く
る
し
、
お
互
い
さ
ま
で

助
け
合
っ
て
い
て
、
そ
こ
を
学
ば
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ラ
エ
ラ
さ
ん
は

初
め
て
日
本
で
同
世
代
の
友
だ
ち
が
で
き

た
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。

小
川
：
最
近
、
道
を
歩
く
と
、
外
国
の
人

が
こ
ん
に
ち
は
、っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

根
岸
：
イ
ン
ド
の
人
は
シ
ャ
イ
な
方
が
多

い
印
象
で
す
。
で
も
…
ニ
コ
っ
と
し
て
く

れ
ま
す
。
日
本
人
も
シ
ャ
イ
な
人
が
多
い

で
す
よ
ね
。
シ
ャ
イ
な
者
同
士
で
な
か
な

か
交
わ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
意
外
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
る
国
民

性
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

小
川
：
こ
の
頃
は
、
井
戸
端
会
議
も
見
か

け
る
も
の
ね
（
笑
）。

根
岸
：
イ
ン
ド
の
お
母
さ
ん
同
士
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
ん
な
国
の
人
が
ま
ち
の
あ
ち

こ
ち
で
井
戸
端
会
議
を
し
て
い
る
、
こ
ん

な
地
域
素
敵
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
立

ち
話
を
す
る
、
こ
う
い
う
感
じ
が
公
園
で

も
ま
ち
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

小
川
：
最
初
は
な
じ
み
に
く
い
人
も
い
ま

す
が
、
わ
た
し
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会

え
る
の
は
嬉
し
い
わ
。

根
岸
：
お
互
い
が
と
け
あ
う
に
は
時
間
が

必
要
で
、
そ
の
時
間
は
お
互
い
の
こ
と
を

知
る
時
間
で
す
。
ど
ん
な
人
と
も
仲
良
く

な
る
時
は
、
相
手
と
何
か
の
接
点
が
で
き

た
時
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
お
互
い
の
こ

と
を
知
っ
て
、
そ
れ
す
ご
い
ね
っ
て
お
互

い
の
違
い
を
否
定
し
な
い
で
、
こ
う
い
う

考
え
方
も
あ
る
ん
だ
と
認
め
合
う
こ
と
が

今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―
新
し
く
つ
く
る
拠
点
は
、
ど
ん
な
場

に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

根
岸
：
武
藏
さ
ん
と
の
助
け
合
い
を
ま
ず

子
ど
も
の
通
う
保
育
園
の
み
ん
な
に
広
げ

よ
う
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
今
度
は
そ

れ
を
地
域
の
中
に
広
げ
よ
う
と
い
う
の
が

今
の
活
動
の
発
端
で
す
。
ま
ず
は
知
り
合

い
に
な
れ
た
人
に
困
っ
た
時
に
は
助
け
ま

す
よ
と
い
う
輪
が
広
が
っ
て
い
く
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
川
：
わ
た
し
の
子
育
て
の
頃
は
、
病
気

の
時
に
は
近
所
の
人
に
子
ど
も
を
預
か
っ

て
も
ら
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
慎
重
な
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
拠
点
が
出
来
て
顔
見
知

り
に
な
れ
ば
、
お
勤
め
や
何
か
が
あ
る
時

に
ち
ょ
っ
と
の
間
、
子
ど
も
を
み
て
も
ら

え
ま
す
。
点
で
の
お
付
き
合
い
じ
ゃ
な
く

て
線
に
し
て
い
か
な
い
と
ね
。
そ
の
た
め

に
も
拠
点
づ
く
り
が
続
け
ら
れ
る
か
な
ど

地
域
に
は
様
々
な
声
が
あ
り
ま
す
が
、
ぜ

ひ
長
続
き
す
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

根
岸
：
拠
点
は
来
年
1
月
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ま
で
の
間
に
は
応
援
し
て
く
れ

た
人
た
ち
と
試
食
会
を
し
た
り
、
キ
ッ
チ

ン
ス
タ
ッ
フ
が
練
習
し
た
り
す
る
予
定
で

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が

ら
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
場
所
を
皆
で
育

て
、
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
。

註＊
１　

�

横
浜
市
立
義
務
教
育
学
校�

霧
が
丘
学
園
。

霧
が
丘
第
一
、
第
二
、
第
三
小
学
校
の
３

校
が
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
統
合
さ
れ
、

そ
の
後
霧
が
丘
中
学
校
と
の
小
中
一
貫
校

「
霧
が
丘
学
園
」
と
な
る
。

＊
２　

�

霧
が
丘
の
老
人
会
有
志
に
よ
る
活
動
グ

ル
ー
プ
。
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
と
連
携

し
地
域
の
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
活

動
に
取
り
組
む
。

＊
３　

�

ま
ち
プ
ラ
ス
（
ま
ち
プ
ラ
）。
小
さ
な
困

り
ご
と
で
も
ヘ
ル
プ
を
気
軽
に
出
し
合
え

る
関
係
性
を
ま
ち
に
つ
く
ろ
う
と
霧
が
丘

で
活
動
す
る
子
育
て
世
代
の
グ
ル
ー
プ
。

＊
４　

�

霧
が
丘
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
。
国
籍
の
異
な
る
近
隣
住
民
が
、
お

互
い
の
価
値
観
や
文
化
を
理
解
し
良
好
な

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
多
文
化
共
生

を
め
ざ
す
活
動
グ
ル
ー
プ
。

＊
５　

�

正
式
名
称
は
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事

業
。
横
浜
市
の
地
域
の
問
題
解
決
や
地
域

の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
施
設
整
備
に
対

し
て
支
援
・

助
成
（
最
大

５
０
０
万
円
）

を
行
う
横
浜

市
に
よ
る
事

業
。

NPO法人
霧が丘ぷらっと
ほーむ
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
ち
か
わ
多
文
化
共
生
セ

ン
タ
ー
（T

achikaw
a M

ulticultural 
Center

：
以
下
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ
）
は
、「
市
内

在
住
の
外
国
人
と
日
本
人
が
共
に
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
２
０
０
１
年

に
設
立
、
２
０
０
２
年
に
法
人
化
し
ま
し

た
。
以
来
、
20
年
余
り
立
川
市
を
中
心
と

し
た
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
専
務
理
事
の
佐
竹
茂も

市い
ち

郎ろ
う

さ
ん
。
Ｔ

Ｍ
Ｃ
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
で
育

む
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

■

「
多
文
化
共
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

自
然
発
生
的
に
で
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

立
川
市
は
、
２
０
０
５
年
に
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
＊
を
策
定
し
ま
し
た
。
都

内
で
は
最
も
早
く
、ま
た
、総
務
省
の
「
地

域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」

の
策
定
推
奨
よ
り
も
１
年
先
駆
け
て
の
策

定
で
し
た
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ン
策
定
の
際

に
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
当
時
の
会
員
の
多
く
が
委

員
と
し
て
関
わ
り
ま
し
た
。

立
川
市
に
は
、
国
際
交
流
や
外
国
人
支

援
に
関
す
る
団
体
は
設
立
以
前
か
ら
複
数

あ
り
ま
し
た
が
、
活
動
内
容
が
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
し
て
い
た
り
、
逆
に
ど
の
団
体
も

や
っ
て
い
な
い
活
動
も
あ
り
ま
し
た
。「
自

分
の
所
属
団
体
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
し

た
い
」「
よ
り
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を

す
る
た
め
に
、
活
動
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知

恵
や
経
験
を
共
有
し
よ
う
」
と
い
っ
た
声

が
挙
が
り
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ
と
し
て
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
外
国
の
人
た

ち
も
設
立
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
、「
立
川
市
国
際
化
推
進
委

員
会
」
の
委
員
長
だ
っ
た
山
脇
啓
造
さ
ん

（
現
：
明
治
大
学
教
授
）
が
、
時
代
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
「
多
文
化
共
生
」
を
強
調

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
な
じ
み
の
薄
い

言
葉
で
し
た
が
、
市
民
と
行
政
が
話
し
合

い
、
そ
の
意
義
を
認
め
て
団
体
名
に
こ
の

言
葉
を
入
れ
ま
し
た
。「
多
文
化
共
生
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

識
の
中
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
相
手
の
文
化
を
尊
重
し
て
お

互
い
が
対
等
な
立
場
で
交
流
す
る
と
か
、

外
国
人
の
会
員
の
意
見
を
積
極
的
に
聞
く

と
い
っ
た
意
識
が
自
然
と
共
有
さ
れ
て
い

る
の
は
、
こ
の
言
葉
の
持
つ
力
が
大
き
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

■

こ
ど
も
日
本
語
教
室
の
開
校
と�

新
た
な
広
が
り

Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
お
も
な
活
動
内
容
は
、
外
国

人
の
た
め
の
相
談
窓
口
、
情
報
収
集
・
提

供
、
市
内
各
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

国
際
理
解
促
進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の

た
め
の
講
座
開
催
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
世

写真提供＝NPO法人たちかわ多文化共生センター

「多文化」が共生する地域づくりをめざして
　～たちかわ多文化共生センターの活動から

佐竹茂市郎（ＮＰＯ法人たちかわ多文化共生センター 専務理事）
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界
ふ
れ
あ
い
祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で

す
。
Ｔ
Ｍ
Ｃ
で
は
立
川
市
と
連
携
し
、
多

く
の
事
業
を
市
か
ら
の
委
託
金
に
よ
り

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
定
し
た

活
動
が
継
続
で
き
て
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中

で
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
方

で
、
委
託
事
業
以
外
の
新
し
い
事
業
に
つ

い
て
委
託
金
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
マ
ン
ネ
リ
化
が
生
じ
や
す
い
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
Ｔ
Ｍ

Ｃ
で
は
、
独
自
事
業
と
し
て
２
０
２
２
年

５
月
に
「
こ
ど
も
日
本
語
教
室
」
を
開
校

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
市
内
と
近
隣
地

域
の
学
校
や
保
護
者
な
ど
か
ら
支
援
要
請

を
受
け
、
講
師
を
派
遣
し
て
放
課
後
授
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
要
請
が
増

え
て
お
り
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
組
織
的
・
体
系
的

な
支
援
の
枠
組
み
を
つ
く
る
必
要
性
を
感

じ
、
教
室
を
開
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

日
本
語
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
や
地
域
で
孤
立
し
や
す
く
、

学
力
も
低
迷
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
に
適
切
な
教
育
の

機
会
と
支
援
を
提
供
し
て
、
地
域
の
中
で

生
き
る
力
を
育
む
環
境
を
整
え
、
将
来
に

夢
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

開
校
に
む
け
た
準
備
委
員
会
の
段
階

で
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
会
員
や
立
川
国
際
友
好
協

き
っ
か
け
づ
く
り
を
試
み
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
日
本
語
教
室
」は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
数
や
活
動
回
数
が
多
く
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ

の
主
流
の
活
動
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
と
そ
の
家
族
、
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
地
域
の
人

た
ち
に
Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
多
文
化
共
生
の
輪
を
さ
ら
に

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
足

り
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
た
ら
60
人
ほ
ど
集
ま
り
ま
し

た
。
大
学
の
先
生
な
ど
も
学
生
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
り
、
集
ま
っ
た
人
の
う
ち
20

名
弱
は
学
生
で
す
。「
こ
ど
も
日
本
語
教

室
」
を
通
し
て
、
学
生
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
接
点
の
な
か
っ
た
人
た
ち
と
の
新
た

な
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
で
、
そ
の

親
御
さ
ん
と
も
接
点
が
で
き
、
生
活
相
談

に
乗
っ
た
り
、
地
域
の
人
と
交
流
で
き
る

■

多
文
化
共
生
は
豊
か
な
地
域
を
つ
く
る

一
方
で
、「
こ
ど
も
日
本
語
教
室
」
は

自
主
財
源
で
行
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
資

金
調
達
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は

東
京
都
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
費
用
の
半
分
は
自
分
た

ち
で
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
課
題
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
立
川
市
に
在
住
し
て
い
る

外
国
の
人
の
数
か
ら
考
え
る
と
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ

「英語絵本の読み聞かせ会」での交流の様子。

「世界に飛び出せ立川っ子」の工作作業。
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の
必
要
性
と
可
能
性
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
へ
の
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

最
近
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ら
、
問
い
合
わ

せ
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年

12
月
に
開
催
予
定
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向

け
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
中
で
す
。
こ
れ
に
は
、

多
文
化
共
生
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
他
団

体
の
紹
介
も
入
っ
て
お
り
、
地
域
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
く
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

立
川
市
に
住
む
外
国
人
数
は
４
６
５
０

人
（
２
０
２
１
年
、
立
川
市
「
外
国
人
住

民
の
推
移
」）
と
、
外
国
人
が
多
い
地
域

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
が
、
70
ほ
ど
の
国
籍

と
関
わ
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
。
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
出
会
え
ま
す
が
、
相

談
や
通
訳
・
翻
訳
と
な
る
と
需
要
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が

年
々
厳
し
く
な
る
な
か
、
困
っ
て
い
る
人

や
孤
立
し
て
い
る
人
に
つ
な
が
り
づ
ら
い

と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
会

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
問
題
。
設

立
し
て
20
年
経
ち
、
会
員
の
入
れ
替
え
は

あ
っ
て
も
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ
と
つ
な
が
っ
た
外
国

の
人
た
ち
か
ら
は
「
知
り
合
い
が
増
え
て

地
域
で
暮
ら
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
い
っ

た
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
会
員

と
な
っ
て
Ｔ
Ｍ
Ｃ
で
活
動
し
た
り
、
新
し

く
や
っ
て
き
た
外
国
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
を

始
め
た
と
い
う
人
た
ち
も
い
て
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ

の
人
が
住
む
、
ま
さ
に
多
文
化
な
地
域
で

す
。
Ｔ
Ｍ
Ｃ
は
、「
立
川
市
に
住
む
人
た

ち
が
国
籍
や
民
族
を
超
え
て
、
安
心
し
て

楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標

に
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
活
動
を
心
が
け

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
様
な
人

び
と
が
よ
り
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

＊「�

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
文

化
の
ち
が
い
を
互
い
に
尊
重
し
、
共
生
す

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
、『
多
文

化
共
生
』
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
プ
ラ
ン
（
計
画
）」（
立
川
市
第
４
次

多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
よ
り
抜
粋
）。

NPO法人
たちかわ多文化
共生センター

「こども日本語教室」の生徒等とのお遊び会にて（写真
上下とも）。

たちかわ多文化共生センターのホームページ。
地域や活動の様子が伝わってくる。
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book break
～日本で暮らす外国にルーツのある人たちを知る～

本誌の編集委員長・渡戸一郎さんと編集部が選んだ、今回の特集テーマについてより身近に感じられる８冊です。
あなたのお気に入りの1冊は？

ふるさとって呼んでもいいですか
６歳で「移民」になった私の物語
1991 年、わずか６歳で両親と弟２人
とともに日本へやってきたイラン人女
性が、少女時代から 28 年間の日本で
の日々を綴る。移民社会化する日本で、
異文化ルーツの子どもたちが直面する
リアルを等身大で語った、笑いと感動
の手記。
ナディ�著 / 山口元一�解説
大月書店 /240P/2019 年 /
1,600 円 +税

アフリカ少年が日本で育った結果
ファミリー編
カメルーン生まれ、関西育ちの著者が
紡いだ家族の記憶。家族や親せき、ご
近所の人などとの日々の暮らしのなか
で、文化の違いなどをマンガで明るく
ユーモラスに描きつつ、「知ること」の
大切さを教えてくれる。全ページオー
ルカラー。
星野ルネ�著 / 毎日新聞出版
127P/2019 年 /1,000 円 +税

海を渡った故郷の味　新装版
Flavours Without Borders new 
edition
調味料・材料は身近なものばかり。初
心者でも作れそうで、彩り豊かな料理
が並ぶ。15の国と地域の料理の他、難
民の人びとによる食にまつわる話も紹
介されている。収益の一部は、日本に
暮らす難民のための支援活動に活用さ
れる。
認定NPO法人難民支援教会�編著
トゥーヴァージンズ /108P/2020 年 /
1,600 円 +税

やさしい猫
シングルマザーが出会い、心ひかれた
のはスリランカ人の男性。大きな事件
に見舞われた小さな家族を暖かく見守
るように描いた長編小説。難民支援に
かかわる団体や弁護士、元入管職員な
どへの綿密な取材により、日本の現実
が伝わってくる。
中島京子�著
中央公論新社 /416P/
2021 年 /
1,900 円 +税

にほんでいきる
外国からきた子どもたち
全国の 100 自治体に実施したアンケー
ト調査では、就学状況が不明な外国籍
の子どもが少なくとも 16,000 人はい
ることが判明した。外国にルーツのあ
る子どもたちの教育の実態を調査し、
行政を動かす原動力となった新聞社の
報道を加筆し書籍化。
毎日新聞取材班�編 /
明石書店
272P/2020 年 /
1,600 円 +税

ネットワーク　
361（2019 年８月）号
今号で触れている芝園団地での活動の
ほか、移住者と連帯する全国フォーラ
ム・東京 2019 の報告（渡戸一郎さん
執筆）、一般社団法人 Enije の矢野デイ
ビットさんの寄稿などを通して、共生
について考えたバックナンバー。
東京ボランティア・市民活動センター
/2019 年 /400 円（税込）

※�渡マークは渡戸さんに選ん
でいただいた本です。

ようこそ！わたしの町へ
家をはなれてきた人たちと
言葉や文化の違う人たちを迎え
入れ、ともに暮らしていくため
のヒントが込められた絵本。幼
い子どもにも難民や避難民のこ
とがわかるよう、シンプルな文
章と柔和なイラストで表現され
ている。
ミアリー・ホワイトヒル、ジェ
ニファー・ジャクソン� 文 / ノ
マー・ペレズ� 絵 / 上田勢子、
堀切リエ�訳 / 子どもの未来社
/26P/2022 年 /1,500 円 +税

大阪ミナミの子どもたち
歓楽街で暮らす親と子を支える
夜間教室の日々
西日本の歓楽街でさまざまな問題を抱
える子どもや親たちに、地域に根を
下ろし手を差し伸べ続けた夜間教室
「Minami こども教室」の活動の軌跡。
こどもを巡る悲しい事件が跡を絶たな
いなか、当事者をひとりぼっちにさせ
ないために！
金�光敏�著
彩流社 /175P/2019 年 /
1,700 円 +税
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市
民
活
動
で
は「
多
文
化
共
生
」や「
共

生
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
久
し

く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
近
年
、
政

策
用
語
と
し
て
も
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
資
本
主
義
下
で
の
格
差
社
会
化
や
、
地

域
社
会
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
お
け
る
個
人

化
の
影
響
で
、
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

の
支
え
合
い
が
十
分
に
機
能
せ
ず
、
社
会

的
に
脆
弱
な
人
び
と
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
課
題
を
ふ
ま
え
、

多
様
な
人
び
と
に
配
慮
し
た
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
日
の
日
本
社
会
に
お
け
る
「
多
文
化

共
生
」
は
進
ん
で
い
る
の
か
―
―
取
り
組

み
や
課
題
な
ど
か
ら
考
え
ま
す
。

１　
「
多
文
化
」
と
は
？�

　
　
「
共
生
」
と
は
？

「
多
文
化
」
と
は
、
あ
る
集
団
内
に
、

民
族
・
国
籍
・
出
身
地
・
言
語
・
宗
教
な

ど
文
化
の
異
な
る
構
成
員
が
い
る
状
態
で

す
。「
共
生
」
は
、
そ
の
文
化
的
な
違
い

を
認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
く
努
力

を
し
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
。

日
本
で
「
多
文
化
共
生
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
始
め
た
の
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
機
に
設
立
さ
れ
た
「
多
文
化
共
生

セ
ン
タ
ー
」
の
存
在
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
田
村
太
郎
さ
ん
ら
が
、
震
災
後
に
外

国
人
地
震
情
報
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、
災

害
情
報
を
多
言
語
で
被
災
地
に
い
る
外
国

の
人
び
と
に
届
け
る
活
動
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
田
村
さ
ん
は
多
文
化
共
生
セ
ン

タ
ー
に
発
展
さ
せ
、２
０
０
７
年
に
は「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
所
」
を
設
立
し
て
い

ま
す
。

今
日
で
は
、
福
祉
国
家
の
転
換
な
ど
の

下
、
多
文
化
共
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
が
強
調
さ
れ
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る

人
の
社
会
参
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
外
国
出
身
の
人
の

な
か
に
は
、
生
活
や
子
育
て
に
追
わ
れ
た

り
、
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
難
し
い
な
ど
、
社
会
参
加
に
困
難
を
抱

え
て
い
る
人
び
と
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

受
け
入
れ
る
社
会
の
側
も
、互
い
に
学
び
、

考
え
な
が
ら
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
姿
勢

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

２　

日
本
に
お
け
る
「
多
文
化
共
生
」�

　
　

の
起
点
と
展
開

①�　
〔
戦
前
～
１
９
６
０
年
代
〕

　

多
民
族
帝
国
か
ら
単
一
民
族
国
家
神
話
へ

戦
前
の
日
本
は
多
民
族
帝
国
で
し
た
。

朝
鮮
半
島
や
台
湾
の
人
び
と
は
日
本
人
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
に
な
る
と
一

方
的
に
「
あ
な
た
方
は
今
日
か
ら
外
国
人

で
す
」
と
通
告
さ
れ
た
の
で
す
。
戦
後
の

13ネットワーク  2022/10

本誌編集委員（P25 参照）の視点や問題意識をもとに、編集部と一緒につくるページです。今号では特集とのタイアップ企画となります。

「多文化共生」から
コミュニティを考える

渡戸一郎
（ �明星大学名誉教授、東京ボランティア・市民活動センター
運営委員長、『ネットワーク』編集委員長）
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が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
地
方
の

労
働
市
場
が
逼
迫
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

地
域
に
お
け
る
民
族
性
が
多
様
化
し
、
多

文
化
共
生
政
策
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
災
害
に
よ
り
多
文
化
防
災
訓
練
や
多
言

語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
な
ど
と
広
域
で
連
携
し
た

取
り
組
み
が
広
が
り
ま
し
た
。
他
方
で
、

高
ま
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
デ
モ
に
対
し

て
は
、
２
０
１
６
年
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
（
※
注
⑤
）」
が
成
立
し
ま
す
。

「
外
国
人
労
働
者
」
に
関
し
て
で
す
が
、

89
年
に
入
管
法
（
※
注
⑥
）
を
改
正
し
、
働
け

る
在
留
資
格
を
整
備
し
ま
し
た
が
、
単
純

労
働
者
は
入
れ
な
い
と
い
う
方
針
は
変
え

ず
に
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
日
系
人
や
技

能
実
習
生
、
留
学
生
な
ど
を
「
サ
イ
ド
ド

ア
」
か
ら
導
入
し
、
労
働
者
と
し
て
活
用

し
ま
す
。
そ
し
て
日
本
の
人
口
減
少
が
進

む
な
か
、
２
０
１
９
年
に
特
定
技
能
労
働

者
を
公
式
に
「
フ
ロ
ン
ト
ド
ア
」
か
ら
受

け
入
れ
る
と
い
う
政
策
転
換
を
し
ま
し

た
。２

０
２
１
年
末
現
在
の
在
留
外
国
人

（
中
長
期
滞
在
者
や
特
別
永
住
者
含
む
）

は
約
２
７
６
万
人
（
出
入
国
在
留
管
理

庁
）。
国
籍
別
で
は
多
い
順
か
ら
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
ネ
パ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
で
働
く
外
国
人
労
働
者
は
約
１
７
３
万

人（
厚
生
労
働
省
・
２
０
２
１
年
10
月
）で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
前
年
比
０
・

２
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３　

多
文
化
主
義
政
策
の
変
容

関
根
政
美
さ
ん
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉

教
授
）
に
よ
る
と
、
70
年
代
の
多
文
化
主

義
は
、
福
祉
主
義
的
な
も
の
で
し
た
。
つ

ま
り
、
移
民
や
難
民
（
※
注
⑦
）
の
権
利
を
踏

ま
え
た
政
策
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
90
年
代
以
降
に
な
る
と
、
経
済
主

義
的
な
も
の
へ
移
行
し
ま
す
。
そ
れ
は
世

界
的
な
傾
向
で
、
た
と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
で

は
、「
列
柱
型
社
会
」
が
発
展
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
移
民
や
難
民
の
権
利
は
認
め
る

が
、
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て

の
関
心
・
共
感
の
必
要
が
な
い
と
い
う
状

態
で
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス

で
は
人
種
差
別
の
中
で
移
民
に
よ
る
暴
動

が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
反
省

と
し
て
、
２
０
０
０
年
代
に
出
て
き
た
の

が
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
政

策
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
政

策
と
は
、
移
住
者
（m

igrant

）
や
少
数

者
（m

inority

）
が
も
た
ら
す
文
化
的
な

多
様
性
を
、脅
威
で
は
な
く
む
し
ろ〝
チ
ャ

ン
ス
（
好
機
）”
と
と
ら
え
、
都
市
の
活

力
や
再
生
、
成
長
や
革
新
、
創
造
の
源
と

す
る
都
市
政
策
の
こ
と
で
す
。

日
本
は
、
単
一
民
族
国
家
を
神
話
と
し
て

築
き
上
げ
、
朝
鮮
半
島
や
台
湾
の
人
び
と

は
「
見
え
な
い
人
び
と
」
に
さ
れ
ま
し
た
。

②�

〔
１
９
７
０
～
80
年
代
〕

　

問
わ
れ
始
め
た
「
多
文
化
共
生
」

70
～
80
年
代
に
な
る
と
、
先
住
民
族
ア

イ
ヌ
や
在
日
コ
リ
ア
ン
が
名
誉
や
権
利
の

回
復
を
求
め
る
運
動
を
起
こ
し
ま
す
。
在

日
コ
リ
ア
ン
２
世
の
時
代
と
な
り
、
就
職

差
別
に
対
す
る
抗
議
運
動
や
、
80
年
代
半

ば
に
は
指
紋
押
捺
拒
否
運
動
（
※
注
①
）
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
在
日
コ
リ
ア
ン
の

多
い
関
西
で
は
、
自
治
体
が
公
務
員
の
採

用
に
お
け
る
国
籍
条
項
を
撤
廃
す
る
と
い

う
動
き
も
起
こ
り
ま
す
。そ
の
な
か
で「
共

生
」
や
「
多
文
化
共
生
」
の
概
念
が
提
起

さ
れ
、
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

③�

〔
１
９
９
０
年
代
〕

　

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
急
増

80
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
期
を
契
機
に
、

90
年
代
に
は
新
来
外
国
人
（
ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
）
が
急
増
し
、
家
族
の
呼
び
寄
せ
や

定
住
化
、
国
際
結
婚
が
進
み
ま
し
た
。
結

果
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど
も
が
増

え
、
保
育
園
や
学
校
で
の
受
け
入
れ
方
の

模
索
が
始
ま
り
ま
す
。

④�

〔
２
０
０
０
年
代
〕

　
「
多
文
化
共
生
」
の
取
り
組
み

90
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０
年
代
は
、

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
た
ち
の
労
働
・

医
療
保
険
・
住
宅
な
ど
の
問
題
が
噴
出
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
・
５
世
や
２
世
の

保
育
・
教
育
・
就
職
と
い
っ
た
課
題
も
出

て
き
ま
す
。
当
時
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の

あ
る
人
が
多
く
住
む
地
域
で
多
文
化
共
生

の
進
め
方
が
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ

て
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
社
会
参
加
や
協

働
に
つ
い
て
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、１
９
９
０
年
代
以
降
、「
定
住
者
」

と
し
て
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
急
増
し
ま

す
。
２
０
０
１
年
に
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が

増
え
た
自
治
体
が
集
ま
っ
て
外
国
人
集
住

都
市
会
議
（
※
注
②
）
が
設
立
さ
れ
、「
多
文
化

共
生
」
を
目
指
し
て
、
政
府
に
提
言
活
動

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、２
０
０
６
年
に
は
、

総
務
省
が
「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生

推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
自
治
体
に
取

り
組
み
を
促
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
（
※
注
③
）

で
外
国
人
労
働
者
が
大
量
解
雇
さ
れ
、
多

く
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
帰
国
し
ま
し
た
。

⑤�

〔
２
０
１
０
年
代
〕

　

地
域
に
お
け
る
民
族
的
多
様
性
の
進
展

帰
国
し
た
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
代
わ
っ

て
、
２
０
１
０
年
代
に
入
る
と
中
国
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
技
能
実
習
生
（
※
注
④
）

や
留
学
生
が
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
外

国
人
が
少
な
か
っ
た
地
域
に
も
、
技
能
実

習
生
を
中
心
に
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
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４　
「
多
文
化
共
生
」
の
た
め
の�

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

多
文
化
共
生
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
全
国
で
以

下
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

①�

自
治
体
に
よ
る
多
言
語
サ
ー
ビ
ス
。

情
報
提
供
、
相
談
、
翻
訳
、
通
訳
な

ど
。

②�

自
治
体
に
お
け
る
外
国
人
市
民
代
表

者
会
議
。
外
国
人
住
民
参
加
の
諮
問

会
議
な
ど
。

③�

住
民
投
票
条
例
。
外
国
人
住
民
に
対

し
住
民
投
票
の
権
利
を
認
め
る
自
治

体
の
増
加
。

④�

外
国
人
集
住
都
市
会
議
や
多
文
化
共

生
推
進
協
議
会
（
※
注
⑧
）。
ま
た
、
国

際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
イ
ン

タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
シ
テ
ィ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
浜
松
市
に
続
き
、

神
戸
市
が
加
盟
を
検
討
中
。

⑤�

多
文
化
共
生
条
例
や
指
針
、
推
進
企

画
等
の
策
定
。

⑥�

多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
多

文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
多
文
化

社
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
認
定
制

度
の
設
置
。

⑦�
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
を
実
質
的

な
罰
則
規
定
に
も
っ
て
い
く
た
め
の

条
例
化
の
取
組
み
。

⑧�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
支
援
の
組
織
の
取
り
組

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

シ
テ
ィ
を
満
た
す
原
則
は
３
つ

あ
り
ま
す
。
①
す
べ
て
の
人
の

権
利
と
平
等
の
保
障
、
②
多
様

性
の
認
識
、
③
文
化
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
年
齢
・
社
会
経
済
的
な

地
位
等
の
違
い
を
超
え
て
関
わ

り
あ
う
こ
と
（
イ
ン
タ
ー
ア
ク

シ
ョ
ン
）
で
す
。

さ
て
、
図
１
は
、
平
等
（
Ｅ

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
）
と
公
正
（
Ｅ

Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
）
を
表
わ
し
て
い

ま
す
。
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
側

で
は
野
球
の
試
合
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
全
員
に
踏
み
台
を
与

え
る
の
が
平
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

背
丈
に
応
じ
て
踏
み
台
の
数
を

調
整
す
る
の
が
公
正
で
す
。
全

員
が
観
戦
で
き
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
フ
ェ
ン
ス
を
低
く
し
た

り
、
ネ
ッ
ト
や
金
網
に
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
フ
ェ
ン
ス
や

ネ
ッ
ト
を
「
制
度
」、
踏
み
台
を

「
差
別
の
是
正
措
置
」
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
こ
の
イ

ラ
ス
ト
を
も
と
に
話
し
合
う
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

み
。
日
本
語
教
室
や
人
権
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

支
援
な
ど
。

⑨�

国
際
交
流
協
会
や
中
間
支
援
組
織
に

よ
る
当
事
者
を
含
め
た
多
様
な
主
体

と
の
協
働
。

⑩�

企
業
に
お
け
る
技
能
実
習
生
の
雇
用

環
境
改
善
の
た
め
の
取
り
組
み
や
難

民
の
雇
用
な
ど
。

⑪�

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
教
育
機
関
等
に
よ
る
取
り

組
み
。
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
生
徒

の
支
援
な
ど
。

⑫�

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
が
多
く
住

む
集
住
団
地
に
お
け
る
「
共
生
」
の

取
り
組
み
（
埼
玉
県
川
口
市
の
芝
園

団
地
な
ど
）。

５　

芝
園
団
地
の
実
態
と
実
践
か
ら

　

芝
園
団
地
は
大
き
な
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅（
※
注
⑨
）

で
す
。
団
地
の
住
民
が
高
齢
化
す
る
な
か
、

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
が
住
み
始
め
ま
し

た
。
東
京
が
近
く
て
便
利
な
の
で
、
Ｉ
Ｔ
系

企
業
で
働
く
中
国
人
技
術
者
と
そ
の
家
族
が

住
み
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
外
国
に

ル
ー
ツ
の
あ
る
人
が
増
え
た
の
で
す
。
岡
﨑

広
樹
さ
ん
は
、
松
下
政
経
塾
で
学
ん
で
、「
共

生
」
を
実
践
的
に
模
索
す
る
目
的
で
芝
園
団

地
に
関
わ
り
、
な
お
か
つ
住
み
込
ん
で
自
治

会
の
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
人
で
す
。

彼
の
論
文
に
は
、「
共
存
（
互
い
に
静

日
本
で
は
欧
米
で
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、「
多
様
性
を
活
か
し
た
都
市
社
会
政

策
」
の
視
点
を
導
入
し
、総
務
省
で
は
「
地

域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」

を
改
訂
し
、
東
京
都
で
は
２
０
１
６
年
に

「
多
文
化
共
生
推
進
指
針
」
を
策
定
し
ま

す
。

平等（EQUALITY） 公正（EQUITY） 

図１　「平等」と「公正」
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※
注
③�　

２
０
０
８
年
９
月
、
ア
メ
リ
カ
の
投
資

銀
行
大
手
で
あ
る
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
破
綻
に
よ
り
発
生
し
た
世
界
的
な
金

融
危
機
や
不
況
の
総
称
。
日
本
で
は
、
多

く
の
非
正
規
雇
用
者
が
職
を
失
い
、
日
本

政
府
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
対
し
て
帰
国

支
援
事
業
を
２
０
０
９
年
よ
り
開
始
し

た
。

※
注
④�　

母
国
で
は
習
得
困
難
な
技
能
を
習
得
す

る
た
め
に
来
日
す
る
外
国
人
材
。

１
９
９
３
年
に
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
低

賃
金
で
労
働
さ
せ
て
い
る
な
ど
、
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

※
注
⑤�　

正
式
名
称
は
、「
本
邦
外
出
身
者
に
対

す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け

た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」。

２
０
１
６
年
施
行
。
特
定
の
人
種
や
民
族

へ
の
差
別
を
あ
お
る
言
動
を
な
く
す
た
め

に
、
国
や
自
治
体
に
取
り
組
み
を
促
す
法

律
だ
が
、
禁
止
・
罰
則
規
定
は
な
い
。

ら
、
既
成
概
念
が
崩
れ
た
こ
と
で
真
の
多

文
化
共
生
社
会
を
創
る
機
会
が
生
ま
れ
た

と
も
い
え
る
、と
指
摘
し
て
い
ま
す
（『
人

権
白
書�

２
０
２
２
年
版
』）。

現
在
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
、
全
国
の

市
町
村
の
約
４
割
は
多
文
化
共
生
推
進
を

含
む
計
画
な
ど
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
総
務
省
の
プ
ラ
ン
に
沿
い
つ
つ
、

地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観

点
を
踏
ま
え
た
も
の
が
多
い
で
す
が
、
若

い
外
国
の
人
を
誘
致
し
て
、
積
極
的
に
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
小
規
模
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

在
日
コ
リ
ア
ン
が
多
い
神
奈
川
県
川
崎
市

や
大
阪
府
豊
中
市
は
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の

人
や
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
な
ど
を
含
め

た
共
生
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
近
年
、
市
民
レ
ベ
ル
で
は
、

移
民
・
難
民
問
題
に
関
心
を
持
つ
若
い
人

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。

※
注
①�　

全
て
の
外
国
人
が
義
務
で
あ
っ
た
外
国

人
登
録
証
の
指
紋
押
捺
の
拒
否
運
動
。

１
９
９
３
年
に
廃
止
さ
れ
る
が
、
ア
メ
リ

カ
同
時
多
発
テ
ロ
を
機
に
テ
ロ
対
策
の
必

要
性
再
燃
を
受
け
、
２
０
０
７
年
に
復
活

す
る
。

※
注
②�　

外
国
人
が
多
く
住
む
地
方
自
治
体
の
関

係
者
が
集
ま
り
、
多
文
化
共
生
の
課
題
に

つ
い
て
考
え
る
会
議
。
静
岡
県
浜
松
市
の

呼
び
か
け
で
、
２
０
０
１
年
に
設
立
。

※
注
⑥�　

正
式
名
称
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
。
所
管
官
庁
は
法
務
省
。

１
９
９
３
年
の
改
正
で
は
、
技
能
実
習
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。

※
注
⑦�　

移
民
と
は
、
自
発
的
に
国
外
に
移
動
し

た
人
び
と
の
こ
と
を
言
い
、
移
民
の
う
ち

紛
争
や
迫
害
な
ど
の
た
め
、
移
動
を
強
い

ら
れ
た
人
び
と
を
難
民
と
呼
ぶ
。
移
民
と

難
民
に
明
確
な
線
引
き
は
で
き
な
い
が
、

法
的
な
視
点
で
考
え
た
場
合
、
難
民
は
自

分
の
国
籍
国
か
ら
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。

※
注
⑧�　

外
国
人
が
多
く
住
む
県
市
が
多
文
化
共

生
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
総
合
的
で
効

果
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
２
０
０
４
年
に
設
置
。
情
報

交
換
や
国
へ
の
提
言
を
行
う
。

※
注
⑨�　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
）
が
管
理
し
て
い
る
賃
貸
住
宅

の
こ
と
。

か
に
暮
ら
せ
る
関
係
）」
と
「
共
生
（
互

い
に
協
力
す
る
関
係
）」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
共
存
に
資
す

る
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
日
本
の
生
活

習
慣
を
伝
え
る
機
会
の
確
保
」
を
挙
げ
て

い
ま
す
。
転
入
手
続
き
や
入
居
手
続
き
の

際
の
説
明
や
、
雇
用
企
業
で
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。
共
生
に
つ
い
て

は
、
日
本
人
と
外
国
人
の
「
接
点
」
づ
く

り
を
提
案
し
、
地
域
住
民
の
組
織
の
連
携

促
進
や
、
情
報
発
信
を
通
じ
た
間
接
的
な

接
点
の
拡
大
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

（
岡
﨑
広
樹「「
隣
近
所
の
多
文
化
共
生
」

の
課
題
―
―
芝
園
団
地
の
実
態
と
実
践
か

ら
」、2021�PH

P

総
研
『PH

P�Policy�
Review

』V
ol.15-N

o.80

）

６　

終
わ
り
に　

～
「
多
文
化
共
生
」�

　
　

の
未
来
を
考
え
る

コ
ロ
ナ
以
降
の
動
き
と
し
て
、
入
国
制

限
に
よ
る
労
働
力
不
足
、
在
留
外
国
人
の

定
住
や
永
住
化
の
進
展
、
雇
止
め
や
解
雇

に
よ
る
技
能
実
習
生
な
ど
の
困
窮
化
と
そ

れ
に
対
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
や
エ
ス
ニ
ッ

ク
団
体
同
士
の
支
援
の
進
展
な
ど
が
見
ら

れ
ま
す
。

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
や
外
国
語
対

応
診
療
を
行
っ
て
い
る
四
谷
ゆ
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
阿
部
裕
さ
ん
は
、
医
療
現
場
か

ら
見
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
課
題
を
挙
げ
な
が

渡
戸
一
郎
（
わ
た
ど
・
い
ち
ろ
う
）

明
星
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
都
市
社
会
学
、
市
民
活
動
論
、
多
文

化
社
会
論
。
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

長
、日
野
市
社
協
理
事
、多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
（
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ

－

Ｎ
ｅ
ｔ
）
共
同
代
表
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
通
い
、
東
京
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
第
二
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
委
員
、

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
「
み
ん
な
で
つ
く
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
委
員
な
ど
を
務
め
た
。
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●
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
つ
く
る

き
っ
か
け

　

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
が
、
身
近

な
地
域
や
世
界
各
地
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
活
動
も
、
最
初
の
一
歩
は
誰
か

が
課
題
や
問
題
に
気
づ
き
、
関
心
を
持
ち
、

な
ん
と
か
し
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）
に
は
、日
々

そ
う
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
身
近
な
自
然
を
守
り
た
い
」

と
思
っ
た
と
き
、
ゴ
ミ
を
拾
う
、
環
境
の
学

習
を
始
め
る
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
す
る
、

共
感
で
き
る
団
体
に
寄
付
を
す
る
な
ど
、

今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
行
動
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を

続
け
て
い
く
中
で
、
同
じ
関
心
を
持
つ
人
や

課
題
意
識
が
共
通
し
て
い
る
人
と
出
会
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
近
所
の
ゴ
ミ

拾
い
を
し
て
い
た
ら
声
を
か
け
て
く
れ
る
人

が
出
て
き
た
、
学
習
会
で
よ
く
会
う
人
と

話
す
よ
う
に
な
っ
た
、
一
緒
に
清
掃
活
動
を

し
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
き
た
、
と
い
う
具

合
で
す
。
も
っ
と
も
、何
か
を
始
め
る
の
に
、

必
ず
し
も
「
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
形
を
つ
く

る
必
要
は
な
く
、
友
人
と
週
末
に
集
ま
っ
て

清
掃
活
動
を
す
る
、
関
心
の
あ
る
人
と
一
緒

に
環
境
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
な
ど
、
個
人
同
士

の
つ
な
が
り
で
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
１
人
で
で
き
る
取
り
組
み
も
あ

り
ま
す
が
、
仲
間
が
で
き
る
と
、
や
れ
る

こ
と
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。
今
回
は
、

グ
ル
ー
プ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
の
立
ち
上
げ
と
、
そ
の
運
営
面
の
１

年
間
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

●
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る

　
「
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
」
タ
イ
ミ
ン

グ
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
に
寄

せ
ら
れ
る
相
談
か
ら
み
る
と
、
活
動
の
広

が
り
に
伴
っ
て
組
織
的
な
運
営
が
必
要
に

な
っ
た
、
お
金
や
物
を
管
理
す
る
た
め
の

体
制
を
整
え
た
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
の
に

主
催
者
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
な
ど
の
理

由
が
多
い
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
は
、
公
共

施
設
の
使
用
登
録
の
た
め
に
必
要
と
な
っ

た
り
、
助
成
金
の
申
請
や
寄
付
を
募
る
こ

と
を
検
討
し
た
り
、
新
た
な
仲
間
を
募
集

し
た
り
な
ど
、
外
部
に
「
ど
う
い
う
集
ま

り
な
の
か
」
を
伝
え
る
必
要
が
生
じ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
活
動
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
法
人
格
を
持
た
な
い
状
態
で
も
開
始

で
き
ま
す
。
ま
ず
は
法
人
格
の
な
い
グ
ル
ー

プ
（
任
意
団
体
）
を
立
ち
上
げ
、
必
要

に
応
じ
て
法
人
化
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
法
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

＊ 本日のご相談 ＊

活動を始めよう
～グループの立ち上げ方と、
組織運営の１年の流れ～

　区主催の学習会で出会った人たちと、地域の自然を守る会をつくりたいと話
しています。これまではあるNPOの活動に一緒に参加していましたが、自分た
ちの地域で活動したい気持ちが強くなってきました。
　グループを立ち上げたいのですが、何をしたらいいのでしょう？
　また、組織運営の１年には、どういう流れがあるのでしょうか。

このコーナーは、TVACに 
寄せられた相談をもとに、市民
活動やNPOの運営にまつわる

ヒントを紹介しています。
明日からすぐにマネ（真似・マネジメント）できる！
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根
拠
と
な
る
法
律
に
よ
り
組
織
や
運
営
の

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
活
動

を
始
め
る
前
に
「
ど
の
法
人
格
が
自
分
た

ち
に
合
っ
て
い
る
の
か
」
を
見
極
め
る
の
は

難
し
い
こ
と
で
す
。「
な
ん
と
な
く
」
選
ん

で
法
人
を
設
立
し
て
し
ま
う
と
、
設
立
後
、

自
分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
と
合
わ
な
い
ル
ー

ル
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
任
意
団
体
の
立
ち
上
げ
に
は
法

律
上
の
決
ま
り
は
な
く
、
設
立
の
た
め
に

ど
こ
か
に
書
類
を
提
出
す
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
目
的
を
共
有
す
る
数
人
の
仲
間

が
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
ず
は
や
り
た
い
こ
と
や
課

題
意
識
が
共
通
し
て
い
て
、
一
緒
に
活
動

し
た
い
と
い
う
意
思
を
も
つ
仲
間
と
（
こ

れ
が
一
番
大
事
）、
グ
ル
ー
プ
名
・
目
的
・

活
動
内
容
を
話
し
合
い
、
最
初
の
活
動
日

を
決
め
れ
ば
、
そ
れ
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
●
年
度
を
決
め
る

　　

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
ら
、ま
ず
「
年

度
」
を
決
め
ま
す
。
年
度
と
は
、
会
計
と

大
き
く
関
わ
る
１
年
の
区
切
り
で
す
。
日

本
で
は
、
役
所
・
学
校
な
ど
公
的
機
関
や

多
く
の
企
業
で
会
計
年
度
を
４
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
る
た
め
、
こ

れ
が
最
も
馴
染
み
の
あ
る
年
度
の
区
切
り

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
年
度
は
自
分

た
ち
で
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
月
か
ら
12
月
、
９
月
か
ら
８
月
、
あ
る

い
は
６
月
か
ら
５
月
な
ど
の
１
年
間
と
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

年
度
を
決
め
る
際
に
は
、
１
年
の
運
営

の
流
れ
を
思
い
描
き
ま
す
。
通
常
、
年
度

が
終
了
し
て
か
ら
２
〜
３
か
月
の
う
ち
に
、

１
年
間
の
会
計
の
ま
と
め
（
決
算
）
を
し
、

総
会
な
ど
を
開
催
し
て
活
動
と
会
計
の
報

告
を
す
る
た
め
、
３
月
末
に
年
度
が
終
了

す
る
場
合
、
５
〜
６
月
頃
に
事
務
が
忙
し

い
時
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
市

民
活
動
団
体
の
場
合
、
事
務
も
活
動
も
数

少
な
い
メ
ン
バ
ー
で
担
う
た
め
、
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
期
に
事
務
の
繁
忙
期

が
重
な
る
こ
と
を
避
け
た
り
、
メ
ン
バ
ー

の
仕
事
や
学
業
の
忙
し
い
時
期
と
重
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
し
て
年
度
を
決
め
ま
す
。

ま
た
は
、
接
点
が
多
い
関
係
機
関
に
年
度

を
合
わ
せ
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

行
政
機
関
と
の
連
携
が
多
い
の
で
３
月
決

算
と
す
る
な
ど
で
す
。

　

な
お
、
年
度
は
「
１
年
間
」
を
越
え
る
こ

と
が
な
い
た
め
、
団
体
を
立
ち
上
げ
た
１
年

目
（
初
年
度
）
は
１
年
間
に
満
た
な
い
短
い

期
間
で
終
了
し
ま
す
。
例
え
ば
11
月
に
立

ち
上
げ
、
３
月
決
算
と
し
た
場
合
、
１
年

目
は
11
月
〜
３
月
ま
で
の
５
か
月
間
で
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
●
お
金
を
記
録
す
る

　

活
動
が
始
ま
る
と
、
す
ぐ
に
収
入
や
支

出
が
発
生
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、

お
金
の
取
り
扱
い
は
非
常
に
重
要
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
お
金
と
メ
ン
バ
ー

個
々
の
お
金
は
、
明
確
に
区
別
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
特
に
最
初
の
う

ち
は
、
メ
ン
バ
ー
の
立
替
が
続
き
、
精
算
さ

れ
な
い
ま
ま
の
領
収
書
が
溜
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
現
金
の
寄
付
を
受
け
取
っ
て
、
メ

ン
バ
ー
が
そ
の
ま
ま
預
か
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
重
な

る
と
、
個
人
の
お
金
と
グ
ル
ー
プ
の
お
金
が

混
在
し
、「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
最
初
か
ら
会

計
の
記
録
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
使
っ

た
お
金<

支
出>

と
、
入
っ
た
お
金<

収

入>

を
全
て
記
録
し
ま
す
。
任
意
団
体
の

場
合
、
や
り
方
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
市
販
の
出
納
帳
な
ど
を
使
用
し
て
、

グ
ル
ー
プ
の
財
産
を
管
理
す
る
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
記
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現

金
と
口
座
の
動
き
を
分
け
て
、
日
付
順
に

月
ご
と
の
記
録
を
し
て
い
く
と
わ
か
り
や

す
い
で
し
ょ
う
。
よ
く
あ
る
処
理
や
、
記

録
に
迷
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
メ
ン
バ
ー
と

共
有
・
検
討
し
な
が
ら
、
会
計
ル
ー
ル
を

確
立
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

○
収
入
の
種
類
と
記
録

　

任
意
団
体
は
、
活
動
に
よ
る
収
入
（
参

加
費
な
ど
）・
会
費
・
寄
付
金
が
主
な
収
入

源
で
す
。
加
え
て
外
部
か
ら
助
成
金
を
受

け
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
会
費
は
会

員
が
納
め
る
も
の
で
す
が
、
任
意
団
体
の

場
合
、ま
ず
「
誰
を
会
員
と
す
る
の
か
」「
会

員
は
、
何
を
す
る
人
な
の
か
」
か
ら
決
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
、
立
ち
上

げ
た
メ
ン
バ
ー
が
「
会
員
」
と
な
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

収
入
の
記
録
は
、
①
日
付
、
②
収
入
の

種
類
（
活
動
に
よ
る
収
入
・
会
費
・
寄
付

金
・
助
成
金
な
ど
）、
③
金
額
、
④
誰
か
ら

受
け
取
っ
た
か
を
書
き
ま
す
。
さ
ら
に
具

体
的
な
情
報
、
例
え
ば
、
い
つ
の
・
何
の

活
動
に
よ
る
も
の
か
な
ど
も
記
載
し
ま
す
。

ま
た
、
相
手
に
団
体
か
ら
の
領
収
書
を
渡

し
ま
す
。

○
支
出
の
種
類
と
記
録

　

支
出
は
ま
ず
、
活
動
で
使
っ
た
お
金
か
、

活
動
以
外
の
自
分
た
ち
の
組
織
運
営
の
た

め
に
使
っ
た
お
金
か
に
分
け
、
そ
の
上
で

お
金
の
使
途
、
例
え
ば
交
通
費
や
印
刷
費
、

会
場
を
借
り
る
の
に
支
払
っ
た
お
金
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。
帳
簿
に
は
、
①
日
付
、

②
活
動
名
ま
た
は
活
動
以
外
（
組
織
運
営
）

の
支
出
、
③
お
金
の
使
途
、
④
金
額
、
⑤

支
払
先
を
記
録
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
宛
の

領
収
書
を
必
ず
も
ら
い
、
記
録
と
と
も
に
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保
存
し
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
●
役
割
分
担
と
会
議

　

活
動
を
重
ね
て
い
く
と
、
メ
ン
バ
ー
の

間
で
少
し
ず
つ
役
割
が
分
担
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
任
意
団
体
で
よ
く
み
ら
れ
る
役
割

は
、
代
表
・
副
代
表
・
事
務
局
・
会
計
担

当
（
事
務
局
に
含
ま
れ
る
こ
と
も
）
な
ど

で
す
が
、
特
に
決
ま
り
は
な
く
、
グ
ル
ー

プ
の
規
模
や
活
動
内
容
に
合
わ
せ
て
設
定

し
ま
す
。
何
を
す
る
役
割
な
の
か
、
誰
に
・

ど
う
や
っ
て
選
ば
れ
る
の
か
、
１
回
の
任

期
は
何
年
か
な
ど
を
明
確
に
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
活
動
を
続
け
て
い
く
と
、
先
々

の
予
定
や
お
金
の
こ
と
を
話
し
合
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
徐
々
に
、
意

思
決
定
に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
構
成
や
、
そ

れ
ら
を
話
し
合
う
場
（
会
議
）
を
設
け
る

必
要
が
生
じ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
日
々

の
細
か
い
こ
と
を
話
し
合
う
の
は
誰
か
、

来
年
の
活
動
に
つ
い
て
決
め
る
の
は
誰
か

…
な
ど
で
す
。

　

多
く
の
任
意
団
体
で
は
、
日
々
の
活
動

や
運
営
に
関
わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
を

事
務
局
会
議
や
運
営
会
議
、
役
員
会
な
ど

と
し
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
構
成
員
（
出
席
し
て
決
定
に
参

加
で
き
る
人
）
を
代
表
・
副
代
表
・
事
務

局
な
ど
の
役
割
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

設
定
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
グ

ル
ー
プ
全
体
に

関
わ
る
重
大
事

項
や
、
１
年
間

の
計
画
な
ど
は

総
会
と
呼
ば
れ

る
、全
メ
ン
バ
ー

が
参
加
す
る
会

議
で
決
め
る
グ

ル
ー
プ
が
多
い

よ
う
で
す
。
ポ

イ
ン
ト
は
、
会

議
の
種
類
ご
と

に
誰
が
参
加
で

き
る
の
か
、
何

を
決
め
る
会
議

な
の
か
を
明
確

に
し
て
お
く
こ

と
で
す
。

　

時
折
、
全
て
を
代
表
が
決
め
て
、
他
の

メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
に
協
力
を
す
る
形
で
運

営
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
最

初
の
う
ち
は
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
る
機
動

力
と
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
体
制

が
固
定
す
る
と
、
代
表
以
外
の
メ
ン
バ
ー

が
判
断
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
り
、
後

に
グ
ル
ー
プ
の
世
代
交
代
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
１
人

で
取
り
組
め
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
中

で
、
せ
っ
か
く
仲
間
と
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

た
の
で
す
か
ら
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
参

画
を
前
提
と
し
た
体
制
づ
く
り
を
し
て
い

け
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
●
会
則
を
つ
く
る

　　

グ
ル
ー
プ
の
運
営
体
制
が
固
ま
っ
て
き

た
ら
、
会
則
を
作
成
し
ま
す
。
会
則
は
運

営
の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で
す
が
、
外
部

の
人
や
機
関
に
団
体
を
知
っ
て
も
ら
う
上

で
も
重
要
な
ツ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

　

書
式
・
内
容
に
決
ま
り
は
な
く
、
多
く

の
任
意
団
体
が
①
目
的
と
活
動
、
②
組
織

体
制
・
運
営
方
法
の
２
つ
の
面
を
記
載
し

て
い
ま
す
。【
図
１
】
は
、
任
意
団
体
の
会

則
の
例
で
す
。
他
団
体
の
会
則
も
参
考
に

な
り
ま
す
が
、
組
織
体
制
や
運
営
方
法
は

団
体
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
自
分
た
ち

の
実
際
の
形
を
記
載
し
て
い
き
ま
す
。
適

宜
、
追
加
や
修
正
が
で
き
ま
す
の
で
、
最

１．名称　　　　この団体の名称は、とうぼら会（以下、本会）とする。
２．目的　　　　本会は、地域のボランティア活動を推進することを目的とする。
３．活動内容　　・本会は、以下の活動をする。
　　　　　　　　　①学習会の開催　　②交流会・情報交換会の開催
　　　　　　　　・各活動への参加費等はその都度定める
４．会員と会費　・�本会の会員は２種類とする。なお、活動には会員であるかどうか

に関わらず参加できる。
　　　　　　　　　①�正会員：総会で議決権をもち、事務局会議に参加できる（年会

費 1000 円）
　　　　　　　　　②�サポート会員：情報交換用のメーリングリストに加入できる（年

会費 500 円）
　　　　　　　　・�本会に入会できるのは、本会の目的に賛同し、代表に申込書を提

出した者とする。
　　　　　　　　・会員は、毎年度開始３か月以内に年会費を納める。
　　　　　　　　・会員は、代表に退会の意思を申し出ることで、いつでも退会できる。
５．組織体制　　・本会は、代表、副代表、会計担当を各１名置き、事務局を構成する。
　　　　　　　　　設立当初は次の通り（代表…　　　副代表…　　　会計…　　　　）。
　　　　　　　　・事務局の任期は２年とし、総会で選出される。
６．会議　　　　・本会の会議は、総会と事務局会議の２種とする。
　　　　　　　　　①�総会は毎年６月に行う。1年間の活動計画と予算、前年度の活

動と決算の報告、事務局の選出、その他代表が必要と認めた事
項を審議し、議事は出席者の過半数の同意をもって決定する。

　　　　　　　　　②�事務局会議は、事務局及び参加を希望する正会員が参加し、月
１回開催する。計画・予算の変更、広報、活動の実施などにつ
いて審議し、出席者の過半数によって決定する。

７．事業年度　　本会の事業年度は毎年４月１日から翌年３月 31 日までとする。
８．設立年月日　本会の設立年月日は、2022 年 10 月 10 日とする。
９．会則の改廃　会則の改廃は、総会においておこなう。

　　この会則は、2022 年○月○日から施行する。
　　　　　　　　【連絡先】　　　　メール　×××＠×× .jp　　（担当：　　　）

図１　会則（例）
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初
は
簡
単
な
も
の
で
大
丈
夫
で
す
。
む
し

ろ
会
則
に
沿
っ
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

「
全
員
参
加
の
会
議
を
、週
５
回
開
催
」「
会

議
の
議
事
録
に
は
出
席
者
全
員
が
署
名
す

る
」
な
ど
、
守
り
に
く
い
こ
と
や
細
か
い
こ

と
を
書
き
こ
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

会
則
は
、
公
共
施
設
な
ど
の
利
用
登
録

や
口
座
開
設
、
助
成
金
の
申
請
時
な
ど
に

提
出
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
口
座
の
開
設
に
あ
た
っ
て
、
金
融
機

関
か
ら
会
則
に
必
要
な
項
目
の
提
示
が
あ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
６

●
組
織
運
営
の
１
年
の
流
れ

　　
【
図
２
】
で
は
、
10
月
に
立
ち
上
が
っ
た

３
月
決
算
グ
ル
ー
プ
の
、
組
織
運
営
面
に

お
け
る
１
年
の
流
れ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

任
意
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
則
に
沿
っ
て

運
営
し
て
お
り
、
決
ま
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
任
意
団
体
で
あ
っ

て
も
、
年
度
終
了
後
に
会
計
を
ま
と
め
る

（
決
算
す
る
）
こ
と
と
、
そ
れ
を
メ
ン
バ
ー

や
関
係
者
で
共
有
す
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
で
す
。

　

年
度
末
を
迎
え
た
ら
、
ま
ず
１
年
間
の

収
支
を
ま
と
め
て
、
会
計
報
告
を
作
成
し

ま
す
。
会
計
報
告
は
、
日
々
の
記
録
に
基

づ
い
た
正
確
な
数
字
で
作
成
し
ま
す
。
同

時
に
、
実
際
の
残
高
（
現
金
・
預
金
）
と

照
合
し
て
間
違
い
が
な
い
か
、
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
活
動
の
報
告
も
作

成
し
ま
す
。
書
式
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
参
加
人
数
な
ど
だ
け
で
な
く
、
ど

ん
な
内
容
だ
っ
た
の
か
、
参
加
者
の
声
や

担
当
者
の
振
り
返
り
な
ど
も
入
れ
て
、
活

動
の
様
子
と
成
果
が
伝
わ
り
や
す
い
も
の

が
作
れ
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

次
に
、
新
年
度
の
予
算
・
活
動
計
画
書

を
作
成
し
ま
す
。「
こ
ん
な
活
動
も
し
た

い
！
」
と
夢
が
膨
ら
む
と
こ
ろ
で
す
が
、

予
算
の
裏
付
け
が
な
い
と
と
か
く
誰
か
の

持
ち
出
し
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

参
加
人
数
や
参
加
費
設
定
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
り
、
寄
付
募
集
を
検
討
し
た

り
と
、
実
現
に
向
け
た
様
々
な
戦
略
も
同

時
に
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
を
共
有
し
な
が
ら
今
後

の
こ
と
を
話
し
合
う
た
め
に
、
多
く
の
グ

ル
ー
プ
が
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
総

会
で
話
し
合
う
内
容
は
会
則
に
よ
り
ま
す

が
、
前
年
度
の
決
算
・
活
動
の
状
況
を
提

示
し
な
が
ら
、
新
年
度
の
予
算
・
計
画
を

話
し
合
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
予
算
や
計
画
は
思
い
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
総
会
で
は
大
ま

か
な
計
画
と
方
針
を
決
定
し
、
日
々
の
変

更
・
調
整
は
代
表
や
事
務
局
の
会
議
で
行

え
る
会
則
に
な
っ
て
い
る
と
運
営
し
や
す

い
で
し
ょ
う
。

総
会
終
了
後
に
は
、
議
事
録

を
作
成
し
、
欠
席
者
へ
の
送

付
や
記
録
と
し
て
保
存
し
ま

す
。
ま
た
、
任
意
団
体
の
中

に
は
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を

得
る
た
め
に
、
総
会
後
に
決

算
書
や
活
動
報
告
書
な
ど
を

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
で
公
開

す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
行
こ
う

　

こ
こ
ま
で
お
伝
え
し
て
き

た
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
は
や

り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
仲
間

が
い
れ
ば
す
ぐ
に
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
、
ぜ

ひ
お
近
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー

に
は
、
グ
ル
ー
プ
の
運
営
な

ど
に
関
す
る
情
報
が
た
く
さ

ん
あ
る
ほ
か
、
会
議
室
や
印

刷
機
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
多

様
な
連
携
先
・
相
談
先
が
あ

る
こ
と
は
、
活
動
と
運
営
の

助
け
に
も
な
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
も
新
た
な
グ
ル
ー
プ
と
の
出
会
い

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

�

森　

玲
子
（
相
談
担
当
専
門
員
）

【会議など】
10 月 1 日　 グループ立ち上げ

3 月 31 日　 初年度 終了

【主な事務作業】

・会則等の作成、口座の開設
※随時…会計処理、事務局会議、会員への連絡、情報発信等

4 月 1 日　　新年度開始　

5 月　　　　事務局会議
6 月　　　　総会　　　
　　　　　　・前年度の活動報告・会計報告
　　　　　　・今年度の活動計画・予算
　　　　 　（・役員の交代）　　　　　　　など
総会後　　　情報発信

3 月 31 日　年度終了

・前年度の会計（収入支出）をまとめる　→ 会計報告書
・前年度の活動をまとめる　　　　　　  → 活動報告書
・今年度の予算と活動の計画を立てる　　→ 計画書・予算書
・総会案内・会費を集める
・議事録作成

図２　任意団体の運営スケジュール（例）
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東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）
で
は
、
首
都
直

下
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
向
け
、
多

様
な
団
体
と
の
連
携
・
協
働
を
進
め
る

べ
く
、
新
団
体
「
災
害
協
働
サ
ポ
ー
ト

東
京
」
の
設
立
を
各
種
団
体
と
進
め
て

き
ま
し
た
。

災
害
が
頻
発
化
す
る
近
年
の
状
況
、

ま
た
、
首
都
圏
で
の
大
規
模
災
害
の
切

迫
化
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が

よ
り
力
を
発
揮
し
、
主
体
的
に
動
い
て

い
く
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
の
立

ち
上
げ
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
２
０
年
12
月
、「
東

京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
会
議
」（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）
の
幹
事
団
体
が
中
心
と

な
り
、
新
団
体
立
ち
上
げ
の
設
立
準
備

会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
実

に
14
回
の
準
備
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、

こ
の
度
、
２
０
２
２
年
８
月
17
日
に
中

野
に
あ
る
東
京
都
生
活
協
同
組
合
連
合

会
で
設
立
総
会
を
実
施
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
設
立
総
会
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
し
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含

め
１
２
３
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

Vol.14

■

「災
害
協
働
サ
ポ
ー
ト
東
京
」設
立
総
会
を
開
催

■
災
害
協
働
サ
ポ
ー
ト
東
京
の
取
組
み

災
害
協
働
サ
ポ
ー
ト
東
京
は
、
災
害

発
生
時
に
は
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
と
協
働
で
東
京

都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
、
平
時
に
は
、
都
内
の
社
会
福
祉

協
議
会
や
各
種
民
間
団
体
と
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
防
災
・
減
災
の
取
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
次
の
取
組
み
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

（
１
）�情
報
共
有
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

災
害
対
策
、
被
災
者
支
援
、
防
災
・

減
災
に
関
し
て
、
多
様
な
団
体
の
顔
の

見
え
る
関
係
、
信
頼
関
係
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

（
２
）�第
２
期「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」の

推
進

東
京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
会
議
の

第
２
期
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
Ｔ

Ｖ
Ａ
Ｃ
と
協
働
で
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

（
３
）そ
の
他

①　

各
種
人
材
育
成
事
業
の
検
討

災
害
対
策
活
動
、被
災
者
支
援
活
動
、

防
災
・
減
災
活
動
な
ど
災
害
に
関
わ
る

人
材
育
成
の
必
要
性
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
ま
た
各
分
野
に
お
い
て
す
で

に
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
育
成
が
行
わ
れ
て

い
る
中
、
各
団
体
・
各
分
野
で
ど
の
よ

う
な
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
対
象
や
方
法
で

行
わ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
東
京
に

求
め
ら
れ
る
人
材
の
中
で
災
害
協
働
サ

ポ
ー
ト
東
京
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
人

材
育
成
事
業
を
検
討
し
ま
す
。　
　
　

②�　

災
害
時
を
想
定
し
た
団
体
間
の

　
　

連
携
訓
練
の
検
討

首
都
直
下
地
震
や
江
東
５
区
大
規
模

水
害
な
ど
の
東
京
で
の
大
災
害
時
や
離

島
や
山
間
部
で
の
局
所
的
災
害
を
想
定

し
た
団
体
間
の
連
携
訓
練
と
し
て
、
東

京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

訓
練
を
検
討
し
ま
す
。

（
４
）災
害
発
生
時
の
対
応

災
害
発
生
時
に
は
、
当
団
体
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
情
報
収
集
・
発

信
及
び
各
種
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
東
京
都
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
場
合
に
は
、
Ｔ

Ｖ
Ａ
Ｃ
と
協
働
で
東
京
都
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

９
月
28
日
に
、
一
般
社
団
法
人
格
の

登
記
申
請
を
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
多
く

の
多
様
な
方
々
と
取
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ネットワーク  2022/10 21

■
設
立
時
正
会
員

・
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ　
Ｊａｐ
ａｎ

・
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

・
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

・
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
東
京
都
生
活
協
同
組
合
連
合
会

・
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

・
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー

・
連
合
東
京

2022 年８月 17 日に開催した設立総会の様子。
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ラ
ジ
オ
と
の
出
会
い

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
こ
ん
に

ち
は
、
こ
ん
ば
ん
は
」

　

こ
れ
は
私
の
好
き
な
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
挨
拶
で
あ
る
。
深
夜
一
時

か
ら
始
ま
る
番
組
で
あ
る
が
、
好
き
な

時
間
に
聴
く
幅
広
い
リ
ス
ナ
ー
へ
配
慮

し
た
挨
拶
で
あ
る
。

　

ラ
ジ
オ
に
対
し
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
印
象
を
お
持
ち
だ
ろ
う
か
。
テ
レ

ビ
よ
り
古
く
か
ら
あ
る
媒
体
、
運
転
中

に
聞
く
も
の
、
災
害
時
に
役
立
つ
手
段

な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
だ
ろ
う
。
あ

る
い
は
ラ
ジ
オ
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
に
と
っ
て
ラ
ジ
オ
は
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
の
考
え
に
触
れ
た
り
、
息
抜
き

の
時
間
に
な
っ
た
り
す
る
「N

O
 

R
A

D
IO

,N
O

 LIFE
」
と
い
え
る
存
在

だ
。
飽
き
性
で
、
新
し
い
も
の
に
手
を

出
し
が
ち
な
性
格
の
私
で
も
、
唯
一
長

く
続
け
て
い
る
趣
味
が
ラ
ジ
オ
を
聴
く

こ
と
で
あ
る
。
就
職
活
動
で
も
社
会
福

祉
協
議
会
か
、
ラ
ジ
オ
業
界
か
迷
っ
た

ほ
ど
好
き
だ
。

　

私
が
ラ
ジ
オ
に
ハ
マ
っ
た
き
っ
か
け

は
、
小
学
生
の
頃
に
聴
い
た
『
あ
、
安

部
礼
司
』
と
い
う
番
組
で
あ
る
。
ラ
ジ

オ
は
交
通
情
報
や
音
楽
が
メ
イ
ン
だ
と

『ラジオと私』『ラジオと私』

vol.24

思
っ
て
い
た
が
、
声
だ
け
で
表
情
や
情

景
が
浮
か
ん
で
く
る
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

は
、
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ
よ
り
私
を
ワ
ク

ワ
ク
さ
せ
た
。

　

高
校
生
に
な
り
、
ス
マ
ホ
を
手
に
入

れ
て
か
ら
は
ア
プ
リ
で
好
き
な
時
間
に

聴
く
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
聴
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
深
夜
の
番
組
、
同

じ
時
間
帯
の
裏
番
組
、
聴
き
逃
し
た
番

組
な
ど
、
ま
す
ま
す
ラ
ジ
オ
に
の
め
り

込
ん
で
い
っ
た
。

悩
み
と
の
向
き
合
い
方

　

子
ど
も
の
頃
、
大
人
に
な
れ
ば
悩
み

な
ん
て
な
く
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
と

思
っ
て
い
た
。

　
「
お
母
さ
ん
は
悩
み
な
さ
そ
う
で
い

い
ね
」
小
学
生
の
私
に
対
す
る
母
の
答

え
は
「
そ
う
見
え
る
？
あ
ん
た
た
ち
の

こ
と
で
悩
み
い
っ
ぱ
い
で
自
分
の
悩
み

を
考
え
る
時
間
な
ん
て
な
い
よ
」

　

当
時
の
私
は
、（
母
は
自
分
自
身
の

こ
と
で
は
悩
ん
で
い
な
い
ん
だ
。
い
い

な
ぁ
）
と
思
っ
た
が
、
今
に
な
っ
て
み

れ
ば
、
子
ど
も
の
こ
と
を
一
番
に
考
え

て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

　

少
し
大
人
に
な
っ
た
大
学
生
の
頃
、

漠
然
と
悩
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
何
に

悩
ん
で
い
る
の
か
と
聞
か
れ
る
と
、
う

ま
く
言
葉
に
で
き
な
か
っ
た
。
悩
ん
で

い
る
こ
と
を
誤
魔
化
す
よ
う
に
ア
ル
バ

イ
ト
に
明
け
暮
れ
、
夜
は
飲
み
歩
い
て

い
た
。
そ
ん
な
私
が
、
悩
み
に
向
き
合

う
き
っ
か
け
が
『
オ
ー
ド
リ
ー
の
オ
ー

ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
』
で
あ
る
。

　

初
め
て
聴
い
た
回
で
は
、
オ
ー
ド

リ
ー
の
若
林
さ
ん
が
当
時
悩
ん
で
い
る

こ
と
を
赤
裸
々
に
語
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
悩
み
に
つ
い
て
真
剣
に
向
き
合
っ

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
、
こ
ん
な
人
も

い
る
ん
だ
！
と
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。
悩
み
に
対
し
て
向
き
合

う
こ
と
は
、
時
間
と
労
力
が
必
要
で
あ

る
。
時
に
は
苦
痛
を
伴
い
、
た
だ
漠
然

と
悩
ん
で
い
た
時
の
方
が
よ
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
悩
み
を
他
人
に
話
す
に
も
労
力
が

か
か
る
。ラ
ジ
オ
で
毎
週
悩
み
を
話
し
、

笑
い
も
と
る
若
林
さ
ん
に
心
酔
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
回
は
、
若
林
さ
ん

が
世
間
の
も
つ
「
普
通
」
に
疑
問
を
投

げ
か
け
る
回
だ
。「
普
通
っ
て
な
ん
だ

よ
？
俺
は
俺
だ
」
そ
う
言
い
切
る
強
さ

が
羨
ま
し
く
も
あ
り
、
嬉
し
さ
も
感
じ

た
。

　

今
で
は
自
分
の
気
持
ち
を
紙
に
書
い

た
り
、
向
き
合
う
時
間
を
取
る
よ
う
に

な
っ
た
。
悩
み
は
尽
き
な
い
が
、
悩
み

と
共
生
し
て
い
る
気
が
す
る
。

 

（
渡
部
芽
生
）

＊当センタースタッフによるコラム『オードリーのオールナイトニッポン』
毎週土曜日 25 時～　ニッポン放送

『あ、安部礼司～ BEYOND THE AVERAGE ～』毎週日曜日 夕方５時～
TOKYO FM をはじめ、JFN38 局ネットで絶賛放送中！
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■

世
界
的
な

﹁ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
書
﹂

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
よ
り
推
進

し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
実
現

さ
せ
る
に
は
、議
論
の
前
提
と
な

る
デ
ー
タ
や
エ
ビ
デ
ン
ス
を
い

か
に
積
み
上
げ
、
共
有
し
て
い

く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
国

連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画（
Ｕ
Ｎ

Ｖ
*1
）で
は
２
０
１
１
年
か
ら
約

３
年
に
１
回
、「ST

A
T

E O
F 

T
H

E
 W

O
R

L
D

'S V
O

L
U

N
-

Ｓ
Ｗ
Ｖ
Ｒ
は
左
ペ
ー
ジ
上
の
と

お
り
原
文
お
よ
び
抄
訳
を
ウ
ェ
ブ

で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

数
は
減
少︵
特
に
先
進
国
︶

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
一
方
で
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

関
連
し
た
課
題
に
よ
り
、多
く
の

国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

２
０
２
０
年
の
２
月
か
ら
４
月

に
か
け
て
、３
人
に
２
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

め
ま
し
た
。
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
し
て
は
、２
月
に
行
わ
れ
た

１
３
０
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連

団
体
へ
の
調
査
で
、調
査
対
象
と

な
っ
た
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

47
％
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）の
た

め
に
送
還
さ
れ
た
と
回
答
し
、多

T
EERISM

（
Ｓ
Ｗ
Ｖ
Ｒ
）」
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
書
は

世
界
的
な「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
書
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、こ
こ
で

は
私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ｅ
*2
が
和
訳
し

た
サ
マ
リ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
の
報
告
書
で
は

「
世
界
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
た
め
の
普
遍
的
な
価
値
」、

２
０
１
５
年
は「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

変
革
」、２
０
１
８
年
の
第
３
弾

で
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
回
復
力
」
を

テ
ー
マ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
の
報
告
書
で
は
、「
平

等
で
包
括
的
な
社
会
の
構
築
」と

い
う
テ
ー
マ
を
探
求
し
、特
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
新
し
い
社
会

契
約
に
焦
点
を
あ
て
て
い
ま
す
。

■

報
告
書 SW

VR2022 

の

ポ
イ
ン
ト

く
の
人
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど

様
々
な
代
替
活
動
を
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

全
世
界
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
率

は
14
・３
％

15
歳
以
上
の
労
働
年
齢
に
属
す

る
人
々
の
う
ち
、１
ヶ
月
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
人
の
割
合

は
、14
・
３
％
、８
億
６
２
０
０
万

人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
個
人
間
で

非
公
式
に
行
わ
れ
て
い
る（
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
）の
が
現
状
で
す
が
、

組
織
や
団
体
を
通
じ
て
公
式
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

（
フ
ォ
ー
マ
ル
）労
働
年
齢
人
口
は

全
体
の
６
・
５
％
で
す
。
正
式
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
主
に
男
性
で
す

が
、非
公
式
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

女
性
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

６
１
０
０
万
人
の
労
働
力
に
相
当

世
界
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
経
済
的
貢
献
度
を
測
る
た
め
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
人
の
数
を
試

算
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
週
40

時
間
労
働
と
仮
定
し
た
場
合
、毎

月
約
６
１
０
０
万
人
の
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
者
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
試
算
が
示
す

海外におけるボランティア・市民活動や市民と社会とのかかわ
りを知る・考える連載ページの第１弾。
JAVE理事長・IVUSA理事の伊藤章さんによる寄稿の後編は、
国連ボランティア計画のレポートについてです。

成
り
行
き
で
始
ま
っ
た

海
外
と
の
つ
な
が
り 

〈
後
編
〉

寄稿

伊藤 章  （いとう・あきら）

NPO 法人ボランティア活動推進国際協議会 日本（JAVE） 理
事長。NPO 法人国際ボランティア学生協会（IVUSA） 理事。
愛知県出身。大学卒業後、地域でのボランティア活動と学習
とを結びつけた「サービス・ラーニング」のプログラム開発
や普及にかかわってきました。その他にもフリーランスで非営
利組織の運営コンサルティングやサポートをしています。

伊
藤 

章

〜 

世
界
的
な「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
書
」に
学
ぼ
う 

〜

せかいをみる

よ
う
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
現
す
る
た
め
の

「
行
動
の
10
年
」
に
と
っ
て
膨
大

な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス︵
途
上
国
︶に

お
い
て
は
︑Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に

よ
っ
て
社
会
参
画
が
進
む

Ｕ
Ｎ
Ｖ
と
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
*3
は
、

ボ
リ
ビ
ア
、イ
ン
ド
、ケ
ニ
ア
、レ

バ
ノ
ン
、セ
ネ
ガ
ル
、タ
イ
、ト
ル

コ
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
８
ヶ
国

に
お
い
て
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
の

流
行
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
調
査（
２
０
２
１
年
３
月

と
４
月
に
８
０
０
０
人
以
上
か

ら
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、以
下
の
よ

う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

・ 

地
域
の
問
題
に
対
す
る
新
し
い

ア
イ
デ
ア
や
解
決
策
を
生
み
出

す
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、ほ
と
ん
ど
の
国
で
増
加
し

ま
し
た
が
、市
民
参
加
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動（
近
隣
の

会
合
に
出
席
し
た
り
、公
務
員

に
連
絡
し
て
意
見
を
述
べ
た
り

す
る
こ
と
）は
減
少
し
ま
し
た
。

・ 

無
報
酬
で
提
供
さ
れ
る
助
け
の

形
態
と
し
て
は
、イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
流

で
し
た
が
、フ
ォ
ー
マ
ル
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
か
な
り
の
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

・ 

課
題
は
山
積
し
て
い
る
も
の

の
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継

続
す
る
意
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
将
来
は
有
望
で

す
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
と

ど
ま
ら
ず
、地
域
の
問
題
に
対

す
る
革
新
的
な
解
決
策
を
見
出

す
た
め
に
他
の
人
々
と
協
力
し

た
り
、市
民
活
動
に
参
加
し
た

り
と
、多
様
な
役
割
を
担
う
意

向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　
結
論
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
国
の

さ
ら
な
る
協
働
が
必
要

多
く
の
事
例
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
国
家
と
と

も
に
活
動
し
、熟
議
的
ガ
バ
ナ
ン

ス
、サ
ー
ビ
ス
の
共
同
生
産
、ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
重
要
か
つ
多
様
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
誰
も
取
り
残
さ
れ

な
い
、よ
り
平
等
で
包
摂
的
な
未

来
に
向
け
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
国
が
よ
り
良
く
前
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
国
家
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で

す
。そ

の
た
め
に
、Ｓ
Ｗ
Ｖ
Ｒ
で

は
以
下
の
よ
う
な
提
言
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
1
）社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
が
直
面
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
障
壁
へ
の
対

処
（
2
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

活
用

（
3
）不
平
等
を
解
消
す
る
た
め

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
*4
に
配
慮
し

た
施
策
の
適
用

（
4
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
専
門

性
、知
識
、経
験
の
活
用

（
5
）ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進

（
6
）イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
と
貢
献
へ

の
評
価

（
7
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
デ
ー
タ
、

調
査
、測
定
へ
の
投
資

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

*1 国連開発計画の下部組織として1970年に創設
*2 Japan Association for Volunteer Eff ort （IAVE日本支部）の略
*3 アメリカに本社がある世論調査及びコンサルティングを行う企業
*4 男性・女性であることに基づき定められた社会的属性や機会、関係性

NPO法人 
国際ボランティア

NPO法人 
ボランティア活動推進
国際協議会日本

＊本文中の用語は和訳（サマリー）に従っています。
 詳細は下記サイトを参照ください。

（左） 原文  
  https://www.unv.org/swvr

（右） ＪＡＶＥで和訳したサマリー
  https://www.jave.jp/report-on-volunteer-iyv20/

か
？Ｓ

Ｗ
Ｖ
Ｒ
に
は
日
本
で
ほ
と
ん

ど
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
、途

上
国
で
の
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

多
く
載
っ
て
い
ま
す
。
途
上
国
の

市
民
を「
支
援
の
対
象
」と
し
て

認
識
し
が
ち
な
私
た
ち
で
す
が
、

課
題
解
決
の
た
め
に
力
強
く
取
り

組
ま
れ
て
い
る
姿
は
と
て
も
刺
激

的
で
、学
ぶ
べ
き
ヒ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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■

世
界
的
な

﹁ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
書
﹂

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
よ
り
推
進

し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
実
現

さ
せ
る
に
は
、議
論
の
前
提
と
な

る
デ
ー
タ
や
エ
ビ
デ
ン
ス
を
い

か
に
積
み
上
げ
、
共
有
し
て
い

く
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
国

連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画（
Ｕ
Ｎ

Ｖ
*1
）で
は
２
０
１
１
年
か
ら
約

３
年
に
１
回
、「ST

A
T

E O
F 

T
H

E
 W

O
R

L
D

'S V
O

L
U

N
-

Ｓ
Ｗ
Ｖ
Ｒ
は
左
ペ
ー
ジ
上
の
と

お
り
原
文
お
よ
び
抄
訳
を
ウ
ェ
ブ

で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

数
は
減
少︵
特
に
先
進
国
︶

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
一
方
で
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

関
連
し
た
課
題
に
よ
り
、多
く
の

国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

２
０
２
０
年
の
２
月
か
ら
４
月

に
か
け
て
、３
人
に
２
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

め
ま
し
た
。
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
し
て
は
、２
月
に
行
わ
れ
た

１
３
０
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連

団
体
へ
の
調
査
で
、調
査
対
象
と

な
っ
た
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

47
％
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）の
た

め
に
送
還
さ
れ
た
と
回
答
し
、多

T
EERISM

（
Ｓ
Ｗ
Ｖ
Ｒ
）」
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
書
は

世
界
的
な「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
書
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、こ
こ
で

は
私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ｅ
*2
が
和
訳
し

た
サ
マ
リ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
の
報
告
書
で
は

「
世
界
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
た
め
の
普
遍
的
な
価
値
」、

２
０
１
５
年
は「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

変
革
」、２
０
１
８
年
の
第
３
弾

で
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
回
復
力
」
を

テ
ー
マ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
の
報
告
書
で
は
、「
平

等
で
包
括
的
な
社
会
の
構
築
」と

い
う
テ
ー
マ
を
探
求
し
、特
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
新
し
い
社
会

契
約
に
焦
点
を
あ
て
て
い
ま
す
。

■

報
告
書 SW

VR2022 

の

ポ
イ
ン
ト

く
の
人
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど

様
々
な
代
替
活
動
を
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

全
世
界
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
率

は
14
・３
％

15
歳
以
上
の
労
働
年
齢
に
属
す

る
人
々
の
う
ち
、１
ヶ
月
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
人
の
割
合

は
、14
・
３
％
、８
億
６
２
０
０
万

人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
個
人
間
で

非
公
式
に
行
わ
れ
て
い
る（
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
）の
が
現
状
で
す
が
、

組
織
や
団
体
を
通
じ
て
公
式
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

（
フ
ォ
ー
マ
ル
）労
働
年
齢
人
口
は

全
体
の
６
・
５
％
で
す
。
正
式
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
主
に
男
性
で
す

が
、非
公
式
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

女
性
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

６
１
０
０
万
人
の
労
働
力
に
相
当

世
界
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
経
済
的
貢
献
度
を
測
る
た
め
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
人
の
数
を
試

算
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
週
40

時
間
労
働
と
仮
定
し
た
場
合
、毎

月
約
６
１
０
０
万
人
の
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
者
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
試
算
が
示
す

海外におけるボランティア・市民活動や市民と社会とのかかわ
りを知る・考える連載ページの第１弾。
JAVE理事長・IVUSA理事の伊藤章さんによる寄稿の後編は、
国連ボランティア計画のレポートについてです。

成
り
行
き
で
始
ま
っ
た

海
外
と
の
つ
な
が
り 

〈
後
編
〉

寄稿

伊藤 章  （いとう・あきら）

NPO 法人ボランティア活動推進国際協議会 日本（JAVE） 理
事長。NPO 法人国際ボランティア学生協会（IVUSA） 理事。
愛知県出身。大学卒業後、地域でのボランティア活動と学習
とを結びつけた「サービス・ラーニング」のプログラム開発
や普及にかかわってきました。その他にもフリーランスで非営
利組織の運営コンサルティングやサポートをしています。

伊
藤 

章

〜 

世
界
的
な「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
書
」に
学
ぼ
う 

〜

せかいをみる

よ
う
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
現
す
る
た
め
の

「
行
動
の
10
年
」
に
と
っ
て
膨
大

な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス︵
途
上
国
︶に

お
い
て
は
︑Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に

よ
っ
て
社
会
参
画
が
進
む

Ｕ
Ｎ
Ｖ
と
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
*3
は
、

ボ
リ
ビ
ア
、イ
ン
ド
、ケ
ニ
ア
、レ

バ
ノ
ン
、セ
ネ
ガ
ル
、タ
イ
、ト
ル

コ
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
８
ヶ
国

に
お
い
て
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－
19
の

流
行
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
調
査（
２
０
２
１
年
３
月

と
４
月
に
８
０
０
０
人
以
上
か

ら
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、以
下
の
よ

う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

・ 

地
域
の
問
題
に
対
す
る
新
し
い

ア
イ
デ
ア
や
解
決
策
を
生
み
出

す
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、ほ
と
ん
ど
の
国
で
増
加
し

ま
し
た
が
、市
民
参
加
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動（
近
隣
の

会
合
に
出
席
し
た
り
、公
務
員

に
連
絡
し
て
意
見
を
述
べ
た
り

す
る
こ
と
）は
減
少
し
ま
し
た
。

・ 

無
報
酬
で
提
供
さ
れ
る
助
け
の

形
態
と
し
て
は
、イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
流

で
し
た
が
、フ
ォ
ー
マ
ル
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
か
な
り
の
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

・ 

課
題
は
山
積
し
て
い
る
も
の

の
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継

続
す
る
意
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
将
来
は
有
望
で

す
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
と

ど
ま
ら
ず
、地
域
の
問
題
に
対

す
る
革
新
的
な
解
決
策
を
見
出

す
た
め
に
他
の
人
々
と
協
力
し

た
り
、市
民
活
動
に
参
加
し
た

り
と
、多
様
な
役
割
を
担
う
意

向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　
結
論
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
国
の

さ
ら
な
る
協
働
が
必
要

多
く
の
事
例
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
国
家
と
と

も
に
活
動
し
、熟
議
的
ガ
バ
ナ
ン

ス
、サ
ー
ビ
ス
の
共
同
生
産
、ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
重
要
か
つ
多
様
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
誰
も
取
り
残
さ
れ

な
い
、よ
り
平
等
で
包
摂
的
な
未

来
に
向
け
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
国
が
よ
り
良
く
前
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
国
家
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で

す
。そ

の
た
め
に
、Ｓ
Ｗ
Ｖ
Ｒ
で

は
以
下
の
よ
う
な
提
言
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
1
）社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
が
直
面
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
障
壁
へ
の
対

処
（
2
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

活
用

（
3
）不
平
等
を
解
消
す
る
た
め

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
*4
に
配
慮
し

た
施
策
の
適
用

（
4
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
専
門

性
、知
識
、経
験
の
活
用

（
5
）ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進

（
6
）イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
と
貢
献
へ

の
評
価

（
7
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
デ
ー
タ
、

調
査
、測
定
へ
の
投
資

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

*1 国連開発計画の下部組織として1970年に創設
*2 Japan Association for Volunteer Eff ort （IAVE日本支部）の略
*3 アメリカに本社がある世論調査及びコンサルティングを行う企業
*4 男性・女性であることに基づき定められた社会的属性や機会、関係性

NPO法人 
国際ボランティア

NPO法人 
ボランティア活動推進
国際協議会日本

＊本文中の用語は和訳（サマリー）に従っています。
 詳細は下記サイトを参照ください。

（左） 原文  
  https://www.unv.org/swvr

（右） ＪＡＶＥで和訳したサマリー
  https://www.jave.jp/report-on-volunteer-iyv20/

か
？Ｓ

Ｗ
Ｖ
Ｒ
に
は
日
本
で
ほ
と
ん

ど
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
、途

上
国
で
の
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

多
く
載
っ
て
い
ま
す
。
途
上
国
の

市
民
を「
支
援
の
対
象
」と
し
て

認
識
し
が
ち
な
私
た
ち
で
す
が
、

課
題
解
決
の
た
め
に
力
強
く
取
り

組
ま
れ
て
い
る
姿
は
と
て
も
刺
激

的
で
、学
ぶ
べ
き
ヒ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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東京ボランティア ・ 市民活動センター
 (TVAC: Tokyo Voluntary Action Center)

東京ボランティア・市民活動センターは、ボランティ
ア活動をはじめとするさまざまな市民の活動を推進・
支援しています。どうぞご利用ください。

利用　　＊ご利用人数はホームページでご確認ください。
────────────────────────────────────────────

会議室	 会議室A・B	（各40人）・	C	（15人）	無料	
																		※会議室AB通し	（80人）
貸出機材	 印刷機	（2台）紙持ち込み、点字プリンター	他
申込み	 ４ヶ月前から電話で受付	（03-3235-1171）

情報提供
────────────────────────────────────────────

最新のボランティア・市民活動情報は、センターのホーム	
ページでご覧いただけます。		http://www.tvac.or.jp/

開所時間　　＊ホームページでご確認ください。
────────────────────────────────────────────

火曜日～土曜日：	9時～21時／日曜日：	9時～17時
（月・祝祭日・年末年始除く）

交通アクセス
────────────────────────────────────────────

JR（西口）、地下鉄	（東西線・有楽町線・南北線・大江戸線	出口
B2b）
飯田橋駅下車
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読者 の声  ～本誌379号より～

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇【
特
集
】
歩
み
続
け
る
市
民
活
動

・
年
配
の
方
を
対
象
と
し
た
活
動
、
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
法
人
な
ど
、
様
々
な
対
象
に
向

け
て
の
活
動
が
あ
る
こ
と
は
多
く
の
年
代
に

と
っ
て
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

◇
市
民
活
動
を
止
め
る
な
！ 

コ
ロ
ナ
禍
に

　
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
は
ど
う
動
い
た
の
か
⁈

・
中
間
支
援
組
織
だ
か
ら
こ
そ
現
状
把
握
か

ら
課
題
に
対
し
て
の
解
決
方
法
の
提
示
が

で
き
る
と
感
じ
た
。
感
染
状
況
が
変
わ
る

中
で
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
さ
ん
自
ら
も
模
索
し
な
が

ら
団
体
支
援
を
行
う
、
一
緒
に
走
っ
て
い

る
姿
勢
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
。

・
で
き
る
こ
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
人
々
の

望
み
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
は
素
晴
ら

し
く
思
う
が
オ
ン
ラ
イ
ン
非
対
応
な
ど
、

更
な
る
策
を
考
え
て
動
く
必
要
が
あ
る
こ

と
は
難
し
い
問
題
か
と
思
う
。

◇
思
い
立
っ
た
が
ボ
ラ
日

　
　
手
話
っ
て
？

　
　
初
心
者
の
私
が
感
じ
た
こ
と

・
手
話
に
は
興
味
が
あ
っ
た
が
習
お
う
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
朝
の
目
覚
ま
し

や
テ
レ
ビ
の
字
幕
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
と

色
々
不
便
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
。
ど
う
し
た
ら
生
活
し
や
す
い
か
考
え

た
い
と
思
う
。

◇
新
連
載　
せ
か
い
を
み
る

　
成
り
行
き
で
始
ま
っ
た
海
外
と
の
つ
な
が
り

・
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ｅ
さ
ん
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
さ
ん
の
団

体
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら

世
界
に
触
れ
る
、
自
分
と
は
異
な
る
背
景

を
持
つ
人
に
出
会
う
こ
と
は
貴
重
な
経
験

で
す
。
も
う
少
し
両
団
体
の
活
動
に
つ
い

て
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ 

東
京
憲
章

・
突
然
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う

点
で
は
災
害
と
同
様
。支
援
策
に
つ
い
て
、

自
分
で
も
調
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◇
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
と
い
う
力

・
ど
ん
な
人
も
自
分
の
想
い
を
安
心
し
て
吐

き
出
し
、
共
感
を
得
る
場
が
必
要
で
は
。

こ
の
時
代
に
生
き
て
い
る
誰
も
が
危
う
い

状
況
で
す
。
Ｒ
ｅ
Ｏ
Ｐ
Ａ
さ
ん
の
よ
う
な
場

所
が
継
続
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

◇
い
い
も
の 

み
ぃ
～
つ
け
た
！ 

　
あ
さ
や
け
鷹
の
台
作
業
所

・
個
性
を
大
切
に
し
て
い
る
作
品
環
境
づ
く

り
と
い
う
こ
と
で
、
消
費
者
は
安
心
し
て

購
入
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

25かくし

本誌で使用しているQRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。

お
気
軽
に
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本誌のバックナンバーは
右記からご覧ください。

TVACの公式ソーシャルメディア
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このコーナーでは、ボランティア・市民活動・
福祉施設のグッズや作品を紹介します。

　私たちの事業所は、八王子市役所の隣に位置し、
工房の前には製品を販売する店舗「木のっぴ」と貸
しスペース「ギャラリー木馬」も併設しています。
工房には、名刺、ハガキなどの『印刷部門』、キーホ
ルダーやアクセサリーなどの記念品・オリジナル製
品、玩具、生活用品を制作する『木工部門』、とんぼ
玉・ガラスフュージング＊・サンドブラストなどの『ガ
ラス部門』、そのほかハーブ栽培など個人の才能を伸
ばすアート活動を中心に日々障害のあるメンバーの
皆さんが通ってきて作業を行っています。 最近始め
たばかりの Instagram にも出店情報や活動内容の様
子を載せているので、ぜひ、のぞきに来てください。

Vol.
39

1��フュージングガラスで作成したアクセサリー。普段着のワンポイントにブローチ
がおすすめ。　ガラス製品各種：600円～　ブローチ：2000円

2�木工商品は木の温かみが満載。300円～
3�スポットライトと高い天井で開放的な「ギャラリー木馬」。貸し出しは、一
般22,500円 / 平日。

4�季節に応じた自家製ハーブで、ハーブオイルを蒸留器で抽出。1000円～

〒 192-0051 東京都八王子市元本郷町 3-17-13
042-624-3340　 042-624-9318
mokuba-koubou@pearl.ocn.ne.jp
http://mokuba.bizmw.com

　　　　https://www.instagram.com/mokuba_koubou/

（表 3）」

オンリーワンのデザインに

出会える場所

NPO法人木馬　木馬工房

＊ ガラスフュージング：カットガラスを組み合わせ電気炉で溶かして
作る工芸

11

22

44

33
Instagram

HP

26 ネットワーク  2022/10
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表 4

どうやって
保険に入るの？

※※ボランティア保険および行事保険の加入は、下記にてお手続きができます。

東京都内の各区市町村の
ボランティアセンター 東京都社会福祉協議会窓口

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店

有限会社 東京福祉企画

〒162-0825
東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル３階

★ほかにも、さまざまな保険をご用意しています★

・役員賠償責任保険および役員災害補償保険
・労災上乗せ保険
・サイバープロテクター（情報漏えい保険）

・介護事業者・社会福祉施設損害保険
・在宅福祉サービス総合保険
・社会貢献型後見人に関わる損害保険

他

ボランティア活動中のケガ
誤って物を壊してしまったときの備えに…

TEL：03-3268-0910／FAX：03-3268-8832
URL：http://www.tokyo-fk.com/

ISBN978-4-909393-41-8 C2036 ¥364E
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